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ま　　え　　が　　き

　京都大学東南アジア研究センターは，昭和40年にわが国初の研究センターとして官制化

され，東南アジア世界のなりたちの解明をめざす地域研究の拠点として，大きな発展を遂

げてまいりました。平成2年度には創立25周年を迎え，本年2月，それを祝う記念式典が

盛大にとり行われました。わが国に学術的な東南アジア研究を定着させ，併せて地域研究

の望ましい手法を確立するうえで，当センターは多少とも貢献を重ねてきたのではないか

と自負しております。

　当センターの研究部は，平成元年度から，従来の九つの部門よりなる講座制的編成に代

えて，あらたに5大部門および客員部門よりなる大部門制に変わりました。現在は，生態

環境，喜劇生態，統合環境，地域発展，人間環境の五つの大部門がそれぞれ独自の主体性

を保ちながら，全体として有機的統一を心掛けつつ研究を推進する仕組みになっておりま

す。他方，研究部とならんで，資料部も研究部の研究をたすける重要な役割を果たしてお

り，とくに図書室は，現地語資料を中心にめざましい充実をみせています。

　現在，影センターは，研究計画委員会（委員長高谷好一教授）の定める研究計画の大

枠を踏まえながら，地域研究の知性化と道義化とをつよく意識した「東繭アジア学」の構

築をめざして，積極的な研究活動を展開しております。その成果の一端は，創立25周年を

記念して刊行された『講座・東南アジア学』（全十巻，弘文堂刊）で世に問われることに

なりました。センター教官による臨地調査も，アジアの全域で精力的に重ねられておりま

す。

　本要覧は，東南アジア研究センターの機構や研究活動の現状を広くお知らせするための

ものです。わが国のアジアへの貢献がつよく求められているいま，私どもの曾爾アジア研

究センターとしても，正しいアジア認識とアジアとの正しいかかわりの論理を求めて，な

お一層努力を深める所存でおります。本要覧を通じて本センターの意図するところをご理

解いただき，今後とも格別のお力添えを賜ると幸いに存じます。

平成3年12月互田

　京都大学東南アジア研究センター

所　長　矢　野　　　　暢
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第1章性格と沿革

　京都大学東南アジア研究センターは，東南アジアおよびその周辺諸国を総合的に研究す

ることを目的として設立された特色ある研究機関である。東南アジアとは，ベトナム，ラ

オス，カンボジア，タイ，ビルマ，マレーシア，シンガポール，インドネシア，フィリピ

ン，ブルネイのleヵ国をさすが，研究の対象としては，厳密にこの範囲に限定しているわ

けではない。仏教の研究のためスリランカをふくめ，熱帯稲作の研究のためバングラデシ

ュ，インドにまで手をひろげ，対外経済活動の研究のためには香港，台湾，韓国をも対象

としたこともある。周辺諸国というのは，この意味である。

　センターの研究活動は，東南アジアの自然環境的諸要因の自然科学的研究をもふくむ点

において，人文科学とくに人類学と政治学を中心とする欧米の地域研究とは異なる特色を

もっている。菓南アジアの地域理解のためにその自然環境の現状と変遷の過程を視野にい

れることが基本であるという研究手法は，より総合的な地域研究の場としてセンターを特

色づけているといえよう。欧米の地域研究Area　Studiesに対して，センターのそれは，

Integrated　Area　Studiesと位置づけることができよう。センターは，このような学際的研

究手法に加えて，その研究対象の力点を近代以降の東南アジアにおき，かつ文献解釈的研

究よりは現地調査を重視して，現在の生きいきとして活動し，変転している東南アジアの

学問的理解に貢献することを期している。

　近隣のアジア諸国とわが国との学術文化の交流が深まるにつれて，センターが地域研究

の中心として果たすべき役割への期待はいよいよ高まりつつある。その要請にこたえるた

め，センターは東南アジア諸国の学者・文化人はもちろん，東南アジア研究に関心をもつ

世界の学者との不断の交流につとめている。そして同時に東南アジアに関する文献資料・

学問的情報を収集し，それらをひろく内外の学者に利用してもらえるような態勢を整備し

つつある。学問研究の国際交流は，これからの日本にとって大きな課題であるが，とくに

近隣の東南アジア諸国の基礎的研究を実施しているセンターは，こうした面でもつねにそ

の先達としての努力を傾ける必要があろう。

　東南アジア研究センターが，京都大学に正式に設置されたのは，1965年のことである。

それより以前，1963年1月には，本学に学内措置として「東南アジア研究センター」が設

けられた。学内措置として創設せられた当時は，もつぼら民間からの寄付金とフォード財

1



団からの研究奨励金を委任経理金として受け入れ，それによって多数の本学教官を東南ア

ジア各地の現地調査に派遣した。その研究活動の中心は，タイ計画とマレーシア計画とい

う二つの総合調査であった。それは人類学者による村落定着調査から，農学者による熱帯

稲作の諸条件の研究に至るまで，極めて多岐にわたったが，常に現地に密着し，現地の研

究者と共同して研究を進めるという態度を失わないように留意してきた。このため当初よ

りバンコクに連絡事務所を置き，政府機関・大学・研究者との交渉，連絡に当たらせてき

た。これらの研究の成果は，1963年に創刊された『東南アジア研究』に次々と発表され，

内外の学者の注目を浴びるに湿った。

　この成果に対する評価は，センターが1965年4月に国立学校設置法施行規則の改正によ

る全国で初めての「研究センター」として，京都大学の正式の研究機関と認められた事に

よって確定したと言えよう。それより逐年研究部門の増加を認められ，1988年度までに12

部門（客員部門3をふくむ），教授13名（客員部門教授相当4品目くむ），助教授12名（客

員部門助教授相当2をふくむ），助手9名（客員部門助手相当2をふくむ）の定員を持つ

研究機関に成長した。特にこの客員部門のうち，地域研究第一（外国人客員）研究部門は，

東南アジアからの研究者をセンターの客員研究員として迎えるもので，この種の国際交流

のための部門の設置は全国で最初の試みであった。

　1989年度には研究部門の大幅な編成替えが実施された。これは，それまでの客員部門を

除く9研究部門を5つの大部門に統合するもので，これによってセンターの研究スタッフ

は，教授18名（客員部門教授相当4を含む），助教授12名（客員部門助教授梢当2を含む），

助手8名（客員部門助手相当2を含む）へと拡充された。新しい大部門は，自然環境，社

会生態，統合環境，地域発展，人間環境の5部門で，現在，新部門への統合に伴うさまざ

まな準備・調整作業が進行中である。

　センターは，創設の当初以来和英両方の研究叢書の出版を行なって，研究成果を内外に

問うてきているが，1970年以降，邦文は創文社に，英文はUnivers圭ty　of　Hawaii　Pressに

出版を委託して公刊している。また『東山アジア研究』も内外の大学その他の研究機関と

交換しているぽかりでなく，財団法人アジア研究協会（理事長　奥田東）に委託して，一

般に購読してもらう道をひらいている。

　1969年に「バンコク連絡事務所」の運営経費が，次いで1973年に「ジャカルタ連絡事務

所」の運営経費も国の予算として認められると共に，現地調査費も国の予算で認められ，

ようやく嘉センターの現地調査を計画的に推進する最小限の基礎が与えられるようになつ

2



た。それ以来センターでは，この予算を活用して，大学内の「研究担当教官」による東繭

アジア研究をわずかながらも支援できるようになった。また1978年度からr非常勤講師経

費」を認められ，さらに1980年度には地域研究第二（客員）研究部門が設けられたことに

より，「学外研究協力者1が積極的に研究参加できる機会を提供できるようになった。ま

た，1986年度には新たな客員部門として，菓南アジア諸語文献研究部門が新設された。近

年，東南アジア各国の図書資料が精力的に収集されているが，この部門新設によってそれ

らの整理方法の確立，資料情報の一一層の収集のために，東南アジア各国から書誌学者，カ

タロガーを招くことが可能となった。

　1981年以来，センターの旧自然系の二つの研究部門（旧生物構造並びに自然構造部門）

が，本学農学研究科に新設された熱帯農学専攻の協力講座として，大学院教育にたずさわ

っている。また，1984年に新設された旧水文環境部門もこれに加わった。1989年度の研究

部門の編成替えののちも，自然環境，地域発展，および人間環境に配属された同じスタッ

フが，継続して大学院生の指導にあたっている。
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第2章機構と組織

1．機 構

　1991年度現在，東南アジア研究センターは，5大研究部門，3客員研究部門からなる研

究部，および資料部，事務部で構成され，東南アジア地域の現地調査を円滑に行うための

海外連絡事務所として，タイにバンコク連絡事務所を，インドネシアにジャカルタ連絡事

務所を設置している。事務部は庶務・会計の2掛に分かれ，さらに内部組織として学術交

流室を設置し，それぞれ業務を担当している。また，本センターの議決機関・協議機関と

して，協議員会，教授会，所員会議が設けられている。

所　長

会
会
議

謙
授
融

協
教
駈

研究部

資料部一一

油紙一一
バンコク連絡事務所

ジャカルタ連絡藥務所

部　門　　　分野

生態環境｛星灘

…態モ難

統合環境モ羅

地鼠羅
人噺雛
地域研究第一（外国人客員）

地域研究第二（国内客員）

東南アジア諸語文献（外国人客員）

　　　　　図書室
　　　　　編集室
　　　　　計算機室

　　　　　庶務掛
　　　　　会計掛
　　　　　学術交流室
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2．協　議　員

　協議員会は，センターの運営に関する最高議決機関であり，センターの所長，全教授お

よび助教授1名並びに関係学部・研究所より選任された教授または助教授に対しセンター

所長が委嘱した協議員5名によって構成されている。

3．職　　　員

　センターの職員は，（イ）研究部，（ロ）資料部（図書室，編集室，計算機室），（ハ）事

務部からなる。1992年1月現在の職員は次の通りである。

所　長　　教　授　矢　野

　
　
一
雄
勇
一
　
博
文
剛
孝
　
暢
治
史
彦
　
夫
宏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁

　
　
好
久
　

健
　

良
成
　

忠
　
　

健
芳
秀
　

久
能

　
　
谷
川
田
部
　
内
田
藤
嵐
　
野
屋
照
内
　
原
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
之

　
　
高
古
山
阿
　

坪
前
加
五
　
矢
土
玉
木
　

吉
海

部　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

隠
蟹
授
授
鞭
手
脚
影
回
授
欝
授
授
獺
手
脚
授
授

研
環
教
即
興
助
生
理
三
教
助
環
教
教
助
助
発
教
教

　
態
　
　
　
　
会
　
　
　
　
合
　
　
　
　
域

わ
生
　
　
　
社
　
　
　
統
　
　
　
地

（

暢

自然地理学

熱帯農業環境

森林生態学

森林生態学

社会学，人口学

文化人類学

比較社会学

人類生態学

政治学，地域研究論

政治思想論

比較政治学

政治学

経済学

農村開発論，熱帯農業水文学
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　　　助教授　高　阪　　　章

　　　助教授　池　本　幸　生

　　　助　　手　上　田　曜　子

　人間環境部門

　　　教　　授　福　井　捷　朗

　　　助教授　田　中　耕　司

　　　助　　手　河　野　泰　之

客員研究部門

　地域研究第一（外国人客員）

　　　Tongthong　Candransu

　　　Koentjaraningrat

　　　Sul〈anya　Nitungkorn

　　　Omar　Farouk

　地域研究第こ（国内客員）

　　　教　　授　荻　野　稲　彦

　　　助教授松下敬一郎
　東南アジア諸語文献（外国人客員）

　　　Reynaldo　lleto

　　　Aurathai　Wareesa－ard

（口）資　料部

　　・助　手北野康子（図書塞）

　　　助手米沢真理子（編集室）

　　　助手永田好克（計算機室）

（ハ）事務部

　　　事務長　　事務官　 文字
　　　庶務掛　掛長　事務官　　 野木
　　　　　　　　　　　事務宮　　　山　本

　　　　　　　　　　　事務官　　　　石　田

　　　　　　　　　　　臨時用務員　　二　股

　　　会計掛掛長事務官　 村井

国際経済学，経済発展論

経済発展論

経済発展論，タイ経済論

農業生態

作物学

土地・水利用

タイ国法制史

文化人類学

経済学

政治学

森林生態学，造林学

人口経済学

東南アジア史

図書館学

東南アジア書誌学

言語情報処理

健　二

三　博

重　夫

達　郎

房　子

　　豊
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主任　　事務官

　　　事務宮

失
明

幸
正

山
上

西
村

4．海外連絡事務所

　（イ）バンコク連絡事務所

　バンコク連絡事務所（現在地，25／1　Sol　16，　Sukhumvit　Road，　Bangkok，　Thailand，電話

259－6475；Fax　258－1834）は，1963年1G月に開設されて以来，6度にわたって駐在地の変

更があったが，この間のべ51名が駐在の任に当たった。

　（a）　ジャカルタ連絡事務所

　ジャカルタ連絡事務所（現在地，Jalan　Gunawarman，　No．47，　Kebayoran　Baru，　Jakarta，

IndoResia，電話720－3668；Fax　72e－2324）は，1970年10月に開設されて以来，4度にわた

って移転があったが，この間のべ34名が駐在の任に当たった。

5．学内研究担当教官

　当センターは，東南アジア研究に関心をもつ学内各学部・研究所の教官に，研究担当教

官として参加を委嘱している。1991年度において，これらの学内研究担当教官は128名を

数える。

6．学外研究協力者

　当センターは，総合的に地域研究を実施するため，東南アジア地域の研究に関心をもつ

全国各地の大学・研究機関等の研究者に，研究協力を仰いでいる。1991年度において，こ

れらの研究室力者は204名である。

7．大学院教育

　1981年以来，センター旧自然系の二つの部門（生物構造並びに自然構造部門）が，本学

農学研究科に新設された熱帯農学専攻の協力講座として，大学院教育にたずさわることに

なり，また1984年以降は新設された水文環境部門もこれに加わった。現在，生態環境，地

域発展並びに人間環境部門の7名の教官が講義と研究指導を担当し，菓南アジア諸国から

の留学生3名を含む13名の専攻大学院生がこれらの協力講座に属している。
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第3章　研　究　活　動

1．調査・研究

　（D　共同研究

　センターの調査・研究活動は個別研究と共同研究に大別されるが，共同研究のうち，セ

ンターの大部分のスタッフの関与するものは，センター研究計画（プロジェクト）として

推進されている。1980年度：から1984年度までの5ヵ年計画として，「東南アジア世界の形

成過程に関する総合的研究」というテーマのもとに，このセンタープロジェクトが遂行さ

れ，また1985年度から，第2次5ヵ年計画として「菓南アジア世界の成立と展開に関する

文明論的総合研究」が進められた。1990年度からは，第3次5ヵ年計画として「東南アジ

ア世界の固有論理と発展構造に関する研究jが進められている。これら共同研究は，現地

調査を中心として行われること，学際的なチームメンバーを組んで行われること，東南ア

ジア地域の外国人研究者の参舶を得て行われることを特色としている。

　1980年度から瀾始された「東南アジア世界の形成過程に関する総合的研究」5ヵ年計画

では，「熱帯モンスーン・エコシステムにおける農業の発展と地域間交渉の展開」と「小

型家産制国家の社会基盤と経済発展」の二つの研究班が編成された。1985年度から始まっ

た「東南アジア世界の成立と農開に関する文明論的総合研究」では，「外文明と内世界」，

「文明と国家形成」，「文明と生態環境」，「文明と経済環境」の4つの研究班が組織された。

　1990年度から始まった「東南アジア世界の固有論理と発展構造に関する総合的研究」で

は4つのクラスターを作って研究を進めている。「東南アジア世界の成立と歴史構造J，

「菓南アジアの自然生態と発展形態」，「：東南アジアの人間環境と社会組織」，「東南アジア

の文化環境と地域統合」が4つのクラスターである。いずれのクラスターも，文部省科学

研究費補助金（海外学術調査）あるいはその他の機関の援助を得て精力的な調査を進めて

いる。本年度までに出版された研究成果の一部は、第5章「出版目録」の研究報告書シリー

ズの項に掲載されている。なお、1985年度以降にこの共同研究のもとで実施された科学研

究費補助金による海外学術調査は以下のとおりである。

　1985年度：「経済計画と開発政策の東南アジア的特性に関する研究」（研究代表者＝江崎　光男）
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　　　　　「熱帯島瞬域における人の移動に関わる環境形成過程の研究（調査総括）」（研究代表

　　　　　老：前田　成文）

1986年度＝「マレー型農耕文化の系譜一内発的展開と外文明からの変容」（研究代表老：高谷

　　　　　奴一）

　　　　　「経済計画と開発政策の東南アジア的特性に関する研究（調査総括）」（研究代表者：

　　　　　江崎　光男）

1987年度：「マレー型農耕文化の系譜一内発的展開と外文明からの変容（調査総括）」（研究代蓑

　　　　　者＝高谷　好一）

　　　　　「東南アジア型都市文明の形成一外文明からの変容と内発的展開」（研究代表老：坪

　　　　　内　良博）

1988年度：「マレー型農耕文化の系譜一内発的展開と外文開からの変容」（研究代裏者：高谷

　　　　　好一）

1989年度：「中国における農業生態空間の展開と人の移動に関する歴史的研究」（研究代表者：

　　　　　桜井　由躬雄）

　　　　　「東南アジア型都市文明の形成一髪文明からの変容と内発的展開」（研究代表老：坪

　　　　　内　良博）

　　　　　「環インド洋農耕文化圏の系譜」（研究代表者：高谷　好一）

1990年度：「東南アジア型都市文明の形成一外文明からの変容と内発的展開」（研究代表老：坪

　　　　　内　良博）

　　　　　「中国における農業生態空間の展開と人の移動に関する歴史的研究」（研究代表者：

　　　　　古川　久雄）

　　　　　「東南アジア海域世界の動態に関する総合的研究」（研究代表者：土屋　健治）

1991年度：「中国における農業生態空間の展開と人の移動に関する歴史的概究」（研究代表老：

　　　　　古川　久雄）

　　　　　「東南アジア海域世界の動態に関する総合的研究」（研究代表者＝土屋　健治）

　以上のセンタープロジェクトの他にさまざまな共同研究がセンター内外の研究者を組織

して実施されている。日本学術振興会の拠点大学方式による日本・タイ学術交流事業に関

わる共同研究、あるいは国際協力事業団の研究協力事業として実施されているバングラデ

シュとの共同研究「バングラデシュ農村開発研究」などが現在進行中のおもなプロジェク

トである。

　（2）個別硯究

　現在のセンターのスタッフによる個別研究については第4章「研究スタッフ」の紹介の

項をご参照願いたい。
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　（3）学内研究担当教官等による現地調査

　センターには学内研究担当教官等のための現地調査費が文部省の予算措置として認めら

れているが，近年は予算額が限られているために多くの調査計画のうちごく一部が実現さ

れているにすぎない。1989，90年度の実績は以下の通りである。

年度 氏 名 所　属 調　査　国 調　査　内　容

1989　　　鷹　　地　　矛目　　明

1990津田盛也

文学部シンガポール，イン
　　　　　　ドネシア

農学部インドネシア，マ
　　　　　　レーシア，シソガ
　　　　　　ポール

東南アジア島綬世界におけるミ
レット農耕に関する研究調査

熱帯アジアにおける香辛料作物
の病害に関する研究調査

2。国際交流

　センターにおける研究活動の推進とその寄与を深めるため，種々の形で外国の研究者，

専門家との交流にも力が注がれている。

　（i）　外国人研究者の招聴

　1975年度より客員研究員の制度をセンターに設け，主として東南アジア諸国の研究者を

招聰し，滞在中センター研究スタッフの一員として共同研究あるいは意見の交換を行なっ

ている。そのほかにも随時，外国人研究者の訪問，滞在を受け入れ便宜を計っている。以

下は1990年以降にセンターにおいて研究を行なった外国人研究者のリストである。但し，

1990年に滞在した者のうち，すでに『平成元年度版センター要覧』に掲載された研究者は

除かれている。

A．外国人研1究員

Satyagraha】ヨ［urip

Shaharil　Talib

1990

1990

オランダ時代と日本時代のイ

ンドネシア文学

植民地時代のマレー半島、特

にジョホール州における人口

変動

Former　Editor　in　Chief　of

SinarHaraPan（インドネシア）

University　of　Malaya

（マレーシア）

le



Sukristijono　Sukardjo

Luwarsih　Pringgoadisurjo

Pompimon　Chansung

Pongsak　Sahunalu

Somboon　Suksamran

Chu　Van　Lam

Ruperto　Pascual　Alonzo

Suchada　Amornpichetkul

Tongthong　Chandransu

Koentjaraningrat

游　修齢

Thawatchai　Santisuk

Sukanya　Nimngkorn

Zurniaty　Nasrul

Ornar　Farouk

Reynaldo　lleto

Aurathai　Wareesa－ard

1990－91

1990

1990

1990－91

1990－91

1990－91

1990－91

1990－91

1991－92

1991－92

1991

1991

1991－92

1991

1991－92

1991－92

1992－93

熱帯林とくにインドネシアの

マングP一ブ生産力に関する

研究

インドネシア語研究資料の目

録の研究（特にマニュアル作

成）

タイ語研究資料の件名目録の

必要性について

熱帯林の生産力に関する研究

タイ国における政治文化の研

究

インドシナ近現代史に関する

文献調畳

教育水準による労働の社会的

評価

タイ轡型究資料の逐次刊行物

の研究

チャタリー改革期タイ法制史

イリアンジャヤ地方の社会発

展

稲作の起源と展開における百

越の役割

タイ国熱帯植物文献の整理と

目録作成

教育と経済発展に関する日・

タイ比較研究

インドネシア語学術資料のシ

ステムに関する書誌的研究

東南アジアのアラブ人社会

東南アジアに関する図書資料

の評価研究

タイ語文献会議資料の記述に

関する研究

LIPI（インドネシア）

LIPI（インドネシア）

Ministry　of　Public　Health

（タイ）

KaSetSart　UniVerSity（タイ）

Chulalongkorn　University

（タイ）

Vietnam　Social　Sciences

Committee（ベトナム）

University　of　the　Philippines

（フィリピン）

Ramkhamhaeng　University
（タイ）

Chulalongkorn　University

（タイ）

Emeritus　Professor　of

University　of　lndonesia

（インドネシア）

漸江農業大学

（中華人罠共和国）

Royal　Forest　Department

（タイ）

Thammasat　University（タイ）

LIPI（インドネシア）

University　of　Malaya

（マレーシア）

James　Cook　University

（フィリピン）

Srinakarinvirot　University

（タイ）
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B．　その他の外国人学者

Kittipongse　Sumipan　1990

Danarto

］ヨ【ood　Salleh

Ahmat　Adam

Vasin　Chooprayoo

Prayoon　Swatdee

Muhjidin　Mawardi

Artha　Nantachukra

Putu　Wijaya

1990－91

1990－91

1991

1991

1991

1991

1991－92

1991－92

日：本の農製品の品質管理の社

会的制度的諸相調査

ジャワと日本の文化の比較研

究

マレーシアと日本のシャーマ

ニズムの比較研究

マレーシア・インドネシア近

代史

H本からタイへの情報技術移

転の傾向

アゾーラの胞子形成に関する

研究

灌概システムの最適調整に関

する研究

メコン川流域におけるラオ族

慣習法の比較研究

現在日本の文学と文化に関す

るインドネシアの比較研究

NRCT（タイ）

作家（インドネシア）

National　University　of

Malaysia（マレーシア）

National　University　of

Malaysia（マレーシア）

Institute　of　Social

Technology（タイ）

Department　of

Agriculture（タイ）

Gadja　Mada　University

（インドネシア）

Srinakarinvirot　University

（タイ）

Editor　of　TemPo

（インドネシア）

　（2）留学生の派遣と受け入れ

　センターは東南アジア研究を志す研究者の養成と国際交流の目的で，センターの若手研

究者，京都大学の大学院生，およびその他の学生，若手研究者を欧米と東南アジアに留学

生として派遣し，あるいは留学の便宜をはかってきた。

　また，菓南アジア諸国の学生をセンターの研修員として受け入れ，その指導に当たっ

た。1989～91年度に受け入れた外国人研究生（研修員）は次の通りである。

Moqbul　Ahmed　Choudhury　　　1989　　人口学（バングラデシュ）

Kuakun　Yue耳yonganant　　　　1989－90　アコ・タや時代における国際関係史（タイ）

Plubplung　Kongchana　1989－90　e
Dhiravant　na　Pombejra　1989－90　／i
Rogier　Busser　　　　　　　　1990－92　日本の直接投資（タイを中心として）

Md．　Abdur　Rashid　　　　　　　1991－92　灌概が稲作農耕および農村の社会・経済に与える影響

Heru　Bagus　Pulunggono　　　　1991－92　ジャワの生態史とヅランテーショソ
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3．シンポジウム・セミナー・研究集会

　東南アジア研究に関して内外の研究者とより広く意見を交換するため，これまでに数多

くのシンポジウム，セミナー，ワークショップ，研究集会などが，センターの主催または

他機関との共催で開かれた。1985年以降，1989年11月までに開かれたものについては，昭

稲62年度・平成元年度版『センター要覧』に記録されているので，それ以後の最近2年間

に開催された主なものについて簡単な趣旨とプログラムを掲げておく。

　（1）　熱帯・温帯島撰域の稲と稲作一とくにプル稲を中心にG990年2月7日）

　アジア栽培稲の生態型のひとつであるブル稲に焦点をあてながら，東アジア・東南アジ

アの島撰域の稲作の史的展開過程を考察しようとして開催された。遺伝・育種学，考古学

の最：近の研究動向の紹介，島町域の稲作文化と稲作伝播に関する報告等があり，海域をつ

なぐ稲作技術・文化の交流について議論が展開された。

　「問題提起j　　　　　　　　　　田中　耕司　　　「日本最南端の稲作一過去・現在・未来」

「他群品種との稔性を通じてみたブル稲の特　　　　　　　　　　　　　　（山口大）安渓　凹地

　性」　　　　　　　　　（千葉大）池橋　　宏　　　「マレー型稲作とブル稲一海域世界の稲作」

　「『ブル稲』の地理的分布とその特性」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　耕司

　　　　　　　　　　　（遺伝研）佐藤洋一一郎　　　「紀元前・後1000年紀の東・南シナ海周辺地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　域の共通文化要素」　（國学院大）横倉　雅幸

　（2）地域発展部門セミナー（1991年2月4－5B）

　地域発展部門の主催により，「東南アジアの構造調整・経済改革」という主題により，

セミナーを開催した。1980年代は，東南アジアにとっても「構造調整」の10年間であった。

本セミナーでは，投資国である日本，社会主義国であるラオス，累積債務国であるフィリ

ピン，そして石独経済からの脱皮を図るインドネシア，について様々な角度から報告を受

け，それらをめぐって活発な討論を行なった。報告者と題名は次のとおり。

　「霞本の対ASEAN向け直接投資と目本の　　　　「慣習経済としての都帯インフォーマル部門

　製造業の産業調整」　　（東洋大）中北　　徹　　　一フィリピンを裏例として」

　「ラオスの経済改革　　東南アジア社会主義　　　　　　　　　　　　　　（國際大）中西　　徹

　経済研究序説一」　　　（東大）原　洋之介　　　「インドネシアの構造調整」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筑波大）今岡日出紀
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　（3）創立25周年記念シンポジウム「東南アジア世界は問う」（1991年2月14－15日）

東南アジア研究センターは，創設当初から東南アジアの現実に密着した臨地研究という

手法を心掛け，また人文・社会科学だけでなく自然科学をも加え様々な専門分野を有機的

に組み合わせるというユニークな方法論をとってきた。翻立25周年を記念したこのシンポ

ジウムでは，このような方法論による研究蓄積を基盤に，「地域研究とは何か」「東南アジ

アは西欧起源の近代合理主義をのりこえる新しいパラダイムを提出することができるの

か」という設問に答える形で，センター教tw　8人による問題提起があり，活発な議論が展

開された。

「森の『文明』」　　　　　　　　高谷　好一

　「コメント」　　　　　　（国博）上山　春平

r村びとの世界観一『風土の工学』の構築

のために一一」　　　　　　　海田　能宏

　「コメント」　　　　　（京大）困中　二郎

「　fErsatz　Capitalism§論」　　　吉原久仁夫

　「コメント」　　　　（大阪市大）宋廣　　昭

「大陸部の横図」　　　　　　　　福井　捷朗

　「コメント」　　　　　　（京大）鷹地　利明

「海域供界の論理」　　　　　　　前田

　「コメント」　　　（京大）谷

「小人口の世界」　　　　　　　坪内

　「コメント」　　　　　　（民博）松原

「『インドネシア・インダ』考」　　土屋：

　「コメント」　　　　（日文研）園田

「rタイ』と『タイ国』のあいだ」矢野

　「コメント」　　　　　　（京大）木村

文
泰
博
毅
治
弘
暢
昭

成
　
良
正
健
英
　
雅

　（4）　ラオスセミナー一（1991年4，月22日）

　ラオスの臨地研究は，最近に至るまで実現困難であった。しかし，近年，われわれに近

い研究者の数人が同国を訪れる機会があった。このセミナーでは，以下の3氏に最新情報

を聞いた。

　「森と稲の世界一大陸部東南アジアのエコ　　　「ラオスでみたラーオ人社会一予備的考察」

　トーン」　　　　　　　　　　　山田　　勇　　　　　　　　　　　　　　　（民博）林　　行夫

　「（広義）タイにおけるラーオの生態的位置」

　　　　　　　　　　　　　　　高谷　好一
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　（5）　日タイ拠点大学セミナー

　　　　“ln　Search　of　a　Collaberative　Framework　for　Southeast　Asian

　　　　　　Stud圭es”　　　　　　　（京都　1991年10月11－12日；東京　10月16－17B）

　日本学術振興会の「拠点大学方式による国際学術交流」プログラムによる第4回目のセ

ミナー。今回はこれまでの日タイ研究の枠を超え，インドネシア，マレーシアからも話題

提供老を迎えて，東南アジア諸国における域内近隣国に対する知的関心の変遷，今後の展

望を中心に討論が行われた。

Keynote　Address（京都）The　Significance　of　Area　Studies　and　Southeast　Asia　　　Toru　Yano

　　　　　　　　　（東京）Evolution　of　Southeast　Asian　Studies　in　Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Univ．　of　Tokyo）　Yohnosuke　Hara

A　Review　of　Southeast　Asian　Studies　in　Thaiiand　（Thammasat　｛Jniv．）Charnvit　Kasetsiri

Towards　the　Development　of　Southeast　Asian　Studies

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（LIPI）Taufik　Abdullah；　and　（LIPI）　E．K．M．　Masinambow

The　Department　of　Southeast　Asian　Studies，　University　of　Malaya，　1976－1991：　Harnessing　lts

　Potential　（Univ．　of　Malaya）Shaharil　Talib
Health　Problerns　in　Laos　and　Cambodia－Technical　Cooperation　and　lts　Prospect一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Khon　Kaen　Univ．）　Sastri　Saowakontha

Regional　Cooperation　in　Academic　Pursuit：　A　Case　of　Southeast　Asian　Universities　Agroeco－

　system　Network（SUAN）　（Khon　Kaen　Univ．）Terd　Charoenwatana
Studies　on　EthRic　T’ai　and　Thai　ldentity

　　　　（Chulalongkorn　Univ．）Chatthip　Nartsupa；　and　（Srinakarinvirot　Univ．）　Artha　Nantachukra

The　Role　of　Thai　Academic　lnstitutions　in　Soutkeast　Asian　Studies

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Chulalongkorn　Univ．）　Withaya　Sucharithanarugse

　（6）「農村開発における官と民のはざま」（1991年10月26日）

　農村開発における末端行政の機能と限界，開発の受け皿としての集胴の単位とその組織

化などに論点をしぼり，主としてバングラデシュとインドを対象に農村開発問題にアタッ

クしている研究者・実践者によって議論が交わされた。

「趣旨説明」　　　　　　　　　　海田　能宏

r農村開発行政の制度と機能をめぐって」

　　　　　　　　　　　（アジ研）佐藤　　宏

　「コメント」　　　　　　（京大）熊谷　　宏

r農村開発の『受け皿』をめぐってj

（国連地域開発センター）余語トシヒロ

　「コメント」　（国際協力事業団）赤松　志朗

「行政の末端と村落のリンクをめぐって」

　　　　　　　　　　　　（京大）安藤　和雄

　「コメント」　　　　（農水省）藤田　幸一

「総合討論」
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4，東南アジア学フォーラム

　創立25周年を契機として，新たな気持で，より多くの東南アジア地域研究者との研究交

流をはかろうと，センターは，定期的な，開かれた「東南アジア学フォーラム」を企画し，

その第1回のフォーラムを9月21日に芝蘭会館に：おいて，第2回を11月16日にセンターに

おいて開催した。このフォーラムの趣旨は，より多くの研究者をまじえて，東南アジア学

のフロンティアを語り，より鮮明な東南アジア像を模索し，またあるいは地域研究に関わ

る研究と教育の諸問題について情報交換をしょうというものである。

rg　1回フォーラム　　　　　　　　　　　　　　第2回フォーラム

　「『東南アジア学』の意味」　　　矢野　　暢　　　「海域世界をめぐって」　　　　　前田　成文

　「国民国家の政治文化」　　　　　土屋　健治　　　　「コメント」　　　　　（民博）宮本　　勝

　　「コメント」　　　　　　（京大）山室　信一　　　「海域世界の農業」　　　　　　　古川　久雄

　「世界単位概念の設定」　　　　　高谷　好一　　　　「コメント」　　　　（愛媛大）荻野　和彦

　　「コメント」　　　　　（京大）鷹地　利明

なお，このフォーラムは小の月（2，4，6，9，ll月）の第3土曜日の午後を定例日と

し，概ね京都を会場とするが，年1，2回は東京その他に会場を移して開催する計画をた

てている。また，「フォーラム通信」を年5回発行する予定。

5．研究会等

　センターでは，比較的大きなシンポジウム・セミナーの他に，各種の研究会が開催され

ている。テーマを絞った，定期的な「研究例会」，センタースタッフ全員で進行中の共同

研究を検討する「プロジェクト報告会」，センターの客員部門の外国人研究員や折々にセ

ンターを訪問する外国人研究者による「特別研究会」などの他にも，共同研究グループ内

部での検討会，少人数での定期，不定期の研究会，他の機関との共催による各種研究会

（例えば，東南アジアの自然と農業研究会，東南アジア伝統農業読書会，経済発展研究

会，バングラデシュ研究会）などがあり，常時センター内外の人々の出入りがたえない。
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6．東南アジアセミナー

　東南アジアセミナーは，数十人の受講者を募り，東南アジアの自然，文化，社会等につ

いて概説し，専門的研究に必要な基礎知識を付与するため，集中的な講義及び演習を行う

ことを目的とし，1976年から毎年夏に開催されているものである。近年は，年ごとに異な

るテーマを決め，かなり専門的な講義も含めており，受講者から好評を得ている。1990，

91年度のセミナーのテーマ，講義題目，講師の一・eqを掲げておく。

1990年度

テーマ「タイ経済を考える一タイからの視点」（7月9－14日）

「開講にあたって」　　　　　　　吉原久仁夫

「タイの『近代』」　　　　　　　矢野　　暢

「歴史的背景」　　　（上智大学）石井　米雄

Thai　Society　and　Economy

　　　　　（筑波大学）Prasert　Yamklinfung

「人口とエスニシティ」　　　　坪内　良博

Thai　Agriculture：　Resources，　lnstitutions　and

Po至icies

　　　（タイ開発研究所）Ammar　Siamwalla

「農村と農業」　　　　　　　　　　海田　能宏

「経済成長と構造変化」　　　　　江崎　光男

Trade　and　lndustrialization

　（タマサート大学）Somsak　Tambunlertchai

「企業集団の経営改革」

　　　　　　　　　　（大阪帯大）宋廣　　昭

Technoiogy　and　lndustrialization

　（チュラPソコソ大学）Prayoon　Shiowattana

Science　and　Technology　Policy

　　　　（タマサート大学）Likhit　Dhiravegin

Public　Finance　in　Thailand

　　　（タマサート大学：）Varakorn　Samakoses

「政策決定と財界」　　　　　　　玉田　芳史

「経済政策と所得分配」　　　　　池本　幸生

Will　Thailand　Become　a　NIC？

　　　　　　（タイ開発研究所）Snoh　Unakul

「経済発展への学際的接近」　　　吉原久仁夫

〔総合討論〕　　　　　　　　吉原久仁夫ほか

1991年度

テーマ「自然・開発・文明一東南アジアからの視座」（9月2－7日）

「あいさつ」

「開講にあたって」

「自然と開発」

「開発の政治学」

「経済開発と開発政策」

「風土の工学」

「熱帯多雨林世界」

矢野　　嚇

山田　　勇

福井　捷朗

玉田　芳史

高阪　　章

海田　能宏

山田　　勇

「熱帯低地の開拓空間」

「東南アジアの人口生態」

「東南アジアの林地利用」

「東南アジアの精神世界」

「森の『文明』」

〔総合討論〕

　　田中　耕司

　　五十嵐忠孝

　　阿部　健一

　　土屋　健治

　　高谷　好一

セミナー委員他
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7．資料収集および情報処理

　東南アジアの研究を深化，発展させるために各種の資料収集がとりわけ重要なことは言

うまでもない。1965年に図書室が開設されて以来，東南アジア地域にかかわる専門書を中

心に収集を進めてきた結果，1991年3月現在58，695冊（洋書44，960冊，和漢書13，735冊）

を登録し，所蔵するにいたった。研究資料としては次のような特記すべき資料がある。

　（1）　現地語資料

　1983年度以来，東南アジア諸地域の言語で出版された文献の組織的収集を目指して，特

別予算の要求を行なっている。まず最初の5力年収集計画が終わり，現在第二次10力年

計画の第4年度が進行中である。この計画により，整理済で配架されている現地語図書資

料の内訳の概数は，1991年10，月現在で次の通りである。

　正規の分類：タイ語3，450冊，インドネシア語2，160冊，マレー語200冊，ビルマ語210

冊，その他10冊，特殊コレクション（別置）：フォロソダ・コレクション7，000冊，チャ

ラット・コレクション9，000冊，ベトナム語2，200冊。特に，タイ語文献の「チャラット・

コレクション」，およびフィリピンに関する「フォロソダ・コレクション」は世界に誇る

コレクションである。

　また，1986年度からは，東南アジア諸語文献研究部門が新設され，東南アジアから書誌

学者やカタロガーを招聴することができるようになったので，彼らの協力によりこれらの

資料の整理もできるようになった。「チャラット・コレクション」については3巻よりな

る冊子体の目録も完成した。今後もさらに充実した収集を目指している。

　（2）　マイクロフォーム

　1971年以降，「インドネシア関係文献マイクロフィッシュ」の一部を継続的に購入した

のを始め，その後機会のあるごとにその充実をはかってきた。この結果，現在までにマイ

クPフィルム約3，400リール，マイクロフィッシュ約4，000ケースが納められている。この

うち，フィルムは，東南アジア諸国統計資料，インドシナ三国近・現代史資料，第2次大

戦下の東南アジア関係資料などを含み，フnッシュは，コーネル大学およびオランダ王立

言語民族文化研究所が所蔵するインドネシア関係資料を主としている。
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　（3）雑誌

　センターで登録されている定期刊行物は洋雑誌579，和雑誌264を数える。このうち東南

アジアを専門に対象とする雑誌は，創刊号から揃っているBEFEOをはじめとして50タ

イトル以上に及ぶ。三三アジアを含むアジアー般，熱帯，開発に関するタイトルは43点で

ある。このほかすでに刊行されていない雑誌もかなりあり，東南アジア関係では有名な

LoganのJIAEAや切伽αをも含めて18タイトル，アジア関係では，　Londonから出た

Asiatic　Quarterly　fournal及びその後身（1886－1912）やMondes、Asiatiques　fsど12タイト

ルある。これらの地域関係雑誌の多くは欧米発行のものであるが，東南アジアの大学・研

究機関の刊行する雑誌も増えてきており，それらはできるだけ収集するように努めてい

る。その他71θ吻。，　Prisma，　Tenggaraなどのような各国語の週刊誌，総合雑誌，文芸批評

誌も定期購読している。

　（4）統　計

　菓南アジア，東アジア諸国の政府刊行物，および国際機関の刊行物を中心に，年刊，季

刊，月刊の逐次刊行物を，購入または寄贈の刊行物として蒐集している。このうち購入

は，年刊が35タイトル，季刊と月刊の両方で16タイトルである。その他に東南アジア各国

のセンサスを，刊行の都度可能な限り蒐集している。国民所得，財政，金融，貿易，労

働，人口など経済統計が大半で，国別ではインドネシアが多い。

　（5）地　図、

　所有する地図は東爾アジア地域を中心に，インド，バングラデシュ，スリランカ，ネ

パール，パキスタン，中国，朝鮮，オーストラリア，太平洋諸島及び日本周辺と，ほぼ南

アジアから東アジア全域をおおっている。製作年代も，戦前のものから近年の航空測量に

よるものまで，多岐にわたっており，現在約2万5千枚余に及んでいる。この中には，旧

陸地測量部による南アジア，東南アジア，東アジアの2万5千分の1，5万分の1地形図

等，歴史的にみても貴重なコレクションもある。また，数は少ないが，東南アジア各国の

土地利用図，地質図，植生図などの主題図も含まれている。

（6）　『ランド｛ナット写真

1978年からランドサット写真の収集をはじめ，現在約3，200シーーンの写真を蔵している。
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収集地域は，濃淡はあるものの，東南アジア全域（とくにインドシナ，タイ，フィリピン

などが多い），インド亜大陸東半分からバングラデシュ全域，南中国の一部及び日本の一

部である。可能なかぎり2季節以上のシーンを選んでいる。100万分の1の白黒ポジフィ

ルム（バンド4，5及び7）を中心に集めており，必要に応じてジアゾフィルム現像機で

フォールスカラー合成画像をつくり，製版用カメラで拡大カラープリントをつくるなどの

方法で利用されている。

　（7）情報処理

　計算機室では、研究活動を支援するために、端末装置：やパーソナルコンピュータを揃え

ている。所員や外国人研究者が統計処理や文書処理をするために利用するほか，利用に当

たっての相談にも応じている。

　現在計算機嫌で利用可能な機器としては，

　（1）大型計算機センターの端末2台

　（2）IBMパーソナルコンピュータ3台

　（3）NECパーソナルコンピュータ3台

　（4）EPSONパーソナルコンピュータ2台（タイ文字を扱える）

　（5）SONYワークステーション1台（電子メール機能が使える）

がある。

　また，計算機室外にも次のような機器があり，利用可能である。

　（1）TOSHIBA携帯型パーソナルコンピュータ3台

　（2）デジタイザ，図面の入力に用いる

　（3）プロッタ，図面の出力に用いる

8．出　版

　東南アジア研究センターにおけるさまざまな研究活動の成果は，センターが刊行する出

版物を通じて発表されている。センターは，1963年以来『東南アジア研究』（年4回刊行）

を出版しているほか，稲置・英文の叢書，シンポジウムの報告や科学研究費その他各種奨

学金などによる研究の報告書等を含む報告書シリーズ，リプリント・シリーズ，ディスカ

ッション・ペーパー等を刊行している。また，1979年度以来，センター・ニューズレター
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を年2回発行し，研究活動等の広報を行なっている。

　『東南アジア研究』は現在29巻3号（通巻118号）になっており，所収論稿は膨大な数

にのぼる。第1号から23巻4号までに掲載された論文，研究ノート，書評などの全ての報

告は，『東南アジア研究』別冊（23巻5号）に総目録として収録されている。また，リプリ

ント・シリーズ，ディスカッション・ペーパーは『昭和62年度版センター要覧』に，叢書，

『東南アジア研究』（24巻1号以降），及び報告書シリーズは第5章「出版E録」にその一

覧を掲げているので，ご参照いただきたい。
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第4章研究スタッフ

　東南アジア研究センターの現職研究スタッフの略歴，現在の研究テーマ，主要な研究業

績などを紹介する。各研究スタッフは，研究部門では生態環境部門，社会生態部門，統合

環境部門，地域発展部門，人間環境部門，地域研究第二客員部門，続いて資料部の順に配

列されており，1．最終学歴，2．学位，3．専門分野，4．現在の研究テーマ，5．略歴，6．主要

な研究業績の順である。

1．研究部門

生態環境部門

高谷　好一

L　京都大学理学部，1958．

2．京都大学理学博土，1963．

3．　霞然地理学

4．東南アジアの自然環境と土地利用

5．1967年，東南アジア研究センターに助手と

　して採用され，同年，助教授，1975年教授に

　昇任。1981年より京都大学大学院農学研究科

　熱帯農学専攻教授を兼任，現在に至る。

　　過去の研究・調査は，農業を対象としてき

　たが，主な海外調査には次のものがある。

　1966～67年タイ中央平原，1968年インド東

　岸，1968～69年タイ中央平原，1970～71年ミ

　シシッピー，アマゾン，ナイル，チグリス・

　ユーフラテス等のデルタ，1972年地中海水田

　地帯，1973年イラワジ・デルタ，1974年東北

　タイ，1975年ネパール，1976年目ルマ，1978

年フィリピン，同年スマトラ，1980～81年ス

　ラウェシ，1982～83年スリランカ，1984年ス

　マトラ，1986～87年マダガスカル，1988年メ

　ラネシア，1990年中国南部，1991年中国西部。

6．（1）　“Geomorphology，　Hydrology　and　Rice

　　Cultivation　in　the　Chao　Phraya　Delta　of

　　Thailand，”　JARQ，　18（3）　，1985．

　（2）　『東南アジアの自然と土地利用』勤草書

　　房，1985．

　（3＞　「東南アジアの生態史的枠組」石井米雄

　　（編）『東南アジア世界の構造と変容諺創

　　文社，1986．

　（4）　「水田が拓かれるとき」佐原真（編）『豊

　　饒の大地＄集英社，1986．

　（5）．　“Sago　Production　at　Desa　Tanjung，

　　Riau，　Sumatra，”　in　Proceedings　of　3rd

　　Sago　SymPosium，　Tokyo，　1986．

　（6）　「熱帯多雨林沿岸部の生活」『東南アジ

　　ア研究』24（3），1986．

（7）　「アジア稲作の生態構造」渡部忠世・福

　　井捷朗（共編）r稲のアジア史』第1巻，

　　’」＼学館，　1987．

（8）　「東南アジア大陸部の稲作」渡部筆勢・

　　高谷好一（共編）『稲のアジア史』第2巻，

　　小学館，1987．

（9）　Agricultural　DeveloPment　of　a　TroPical

　Delta，　University　of　Hawaii　Press，　1987．
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㈹　　「ロソボク島の高地の伝統稲作」（共編）

　『東南アジア研究』26（1），1988．

be）　Madagascar　PersPective　from　the　Mdlay

　vaorld（編）（文部省科研費報告書），1988．

㊧　　『水田遺構集成』（編）（文部省科研出報

　告書），1988．

⑯　響伝統農業フィールドノート集』第一

　巻，（共編）農耕文化研究振興会，1988．

㊥　「掛け流し傾斜水田の事例」『農耕の技

　術』　11，　1988．

⑮　『マングローブに生きる』（NHKブッ

　クス），1988．

⑯　「新生態史観モデルを求めて」繹中央公

　論2　4月号，　1989．

（10　『コメをどう捉えるのか』（NHKブヅ

　クス），1990．

㈹　「文明流とその培地」矢野暢（編）『東

　南アジア学の手法』（講座・東南アジア学

　第1巻）弘文堂，1990．

⑲　「東南アジア史のなかの生態」石井米雄

　（編）『東南アジアの歴史』（講座・東南ア

　ジア学第4巻）弘文堂，1991．

？o）　“People　and　Settlement　in　Tropical

　Lowland，　with　Special　Reference　to　Their

　Unstabi玉ity，”『東南アジア研究』28（4），

　1991．

古川　久雄i

1．京都大学農学部，玉963．

2．京都大学農学博士，1973．

3．熱帯農業環境

4。（1）東南アジア低湿地の利用と保全

　（2）アジア伝統農業の生態構造

　（3）熱帯土壌生成

5．1967年，京都大学農学部助手に採用され

　る。1978年，東南アジア研究センター助教

　授，1989年同教授に昇任，現在に至る。1981

　年より京都大学大学院農学研究科熱帯農学専

　攻助教授，1989年より同教授を兼任。

　　1963年以降，以下の諸国にて水田土壌の調

　査を行う；1963～64年タイ，1964～65年タ

　イ，マレーシア，1970年インドネシア（ジャ

　ワ），王978年韓国。さらに，1978年南スマト

　ラ，1979年：ジャワ島，1980～81年南スラウェ

　シ，1983年スマトラ東岸低湿地帯，1984年リ

　アウなど，インドネシア各地で農業景観の変

　貌等について調査に従事。1981～82年にはI

　RRIにて，カガヤン渓谷における多毛作化

　の調査を行う。また，1982年には南インド，

　スリランカでも農業景観の変貌について調査

　を実施した。1985年，1987年東北タイの塩類

　土壌調査。1986年目ダガスカル，1988年メラ

　ネシアでマレー型農耕文化の系譜を研究。

　1989年インドネシア低湿画調i査，同じくイラ

　ン，トルコ乾燥地帯稲作調査。

6．（1）　「ニューアイルランド島における土壌地

　　理的観察」『東南アジア研究』11（4），1974．

　（2）　「近畿地方低地部における土壌の分布則

　　および分布単位に関する事例研究」『ペド

　　ロジスト』20，1976．

　（3）　“Chemical，　Mineralogical　and　Micro－

　　Morphological　Properties　of　Glaebules　in

　　Some　Tropical　Lowland　Soi玉s，”（共著）

　　『東南アジア研究』14（3），1976．

　（4）　「：土壌中主要12元素の螢光X線迅速定量：

　　法」『日本土壌肥料学会』49（2），1978．

　㈲　「南スラウェシの稲作景観」『東南アジ

　　ア研究』20（1），1982．

　（6）　「ルソン島の陸稲栽培」『農耕の技術』5，

　　1983．

　⑦　　「踏耕の系譜」（共著）渡部忠世（編）f南

　　西諸島農耕における南方的要素』（科学研

　　究費報告書）東南アジア研究センター，

　　1982．

　（8）　“Land　Use　aRd　Soil　Catena　in　Jenepon－

　　to　Area　of　South　Sulawesi，’寄東南アジア

　　研究』20（4），1983．

　（9）　「フィリピンの農業と農民」『国際農林

2S



　業協力』　6（2），　1983．

⑲　　「愛知州原状地の土壌層序」工，亘（共

　著）窪ペドロジスト』27，1983；29，1985．

⑭　「東南アジア低湿地の地形」『東南アジ

　ア研究』21（4），1984．

（1Z　「バタンハリ川流域低湿地の農業景観

　1．地形と層序」（共著）「同　豆．農業景

　観の展開二『：東南アジア研究画23（1），1995；

　24（1），　1986．

（1＄　“AStudy　of　Floral　Composition　of　Peat

　Soil　in　the　Lower　Batang　Hari　River　Basin

　of　Ja職bi，　Sumatra，”（共著）『東南アジア

　研究』　24（2），　1986．

⑲　「マダガスカルの伝統農業と変革への展

　望」『国際農林業協力』9（4），1987．

（1＄　“Stratigraphic　and　Geomorphic　Studies

　of　Peat　and　Giant　Podzols　in　Brunei　1　．

　Peat，11．Giant　Podzols，”『ペドロジスト』

　32，　1988．

⑯　「小区画水田の系譜一一オアシス農耕文

　化の道」（科学研究費報告書）東南アジア

　研究センター，1988．

⑭　「マダガスカル乾燥地帯の土地利用」『東

　南アジア研究』26（4），1989．

（tg　“Sa1t　and　Sinkhole－Corrosion　as　a

　Principal　Factor　Governing　Topography

　and　Mass　Movement　in　Northeast

　Thailand一，　”（共著）『東南アジア研究露27

　（1），　1989．

㊨　　「農耕文化の伝播と適応」矢野錫（編）

　『東南アジア学の手法』（講座・東南アジ

　ア学第1巻）弘文堂，1990．

㈲　「大陸と多島海」高谷好一（編）『東南

　アジアの自然』（講座・東南アジア学齢2

　巻）弘文堂，1990．

山田 勇

1．京都大学農学部，1966．

2．　　京都大学農学博士，　1979．

2a

3．森林生態学

4，（1）東南アジア熱帯多雨林の森林構造

　（2）地球生態系における東南アジアの位置づ

　　け

　（3）熱帯林生態系における人と自然のかかわ

　　り

5．　1975年，東南アジア研究センターに助手と

　して採用される。198G年農林水産省関西林木

　育種揚，1981年同関東林木育種場室長をへ

　て，1988年より，東南アジア研究センター助

　教授。京都大学大学院農学研究科熱箒農学専

　攻助教授を兼任。

　　1965年以降，以下の海外研究活動を行う。

　1965年タイ，カンボジア，マレーシアの植物

　調査，1968～70年インドネシアの森林調査，

　1976年インドネシアの森林調査，1977年タ

　イ，マレーシア生態調査，1978年フaリピン

　生態調査とインドネシア調査，1979年北米山

　林調査，1982，1983，1984～87年までブルネ

　イ森林調査，1988年北米及び中米の森林調

　査，1988～89年パプアニュ・一　｝！＝ア，インド

　ネシアの低湿地調査，1990年タイ，イソドネ

　シア，中国，1991年マレーシア，タイ，ラオ

　ス，中国の生態調査。

6．（1）　r伐採跡地の植生遷移」（共著）ぽ一次生

　　産の場となる植物群集の比較研：究』，1968．

　（2）　“Forest　Ecological　Studies　of　the　Mon－

　　tane　Forest　of　Mt．　Pangrango，　West

　　Java（1）　Stratification　and　Floristic　Com－

　　position　of　the　Montane　Rain　Forest　near

　　Cibodas，”『東南アジア研究』13（3），

　　1975．

　（3）　“同（II）Stratification　and　Floristic

　　Composition　of　the　Forest　Vegetation　of

　　the　Higher　Part　of　Mt．　Pangrango，”『東

　　南アジア研究』13（4），1976．

　（4）　“同（III）Litter　Fall　of　the　Tropical

　　Montane　Forest　near　Cibodas，”『東南ア

　　ジア研究』14（2），1976．



（5）　“同（IV）Floristic　Composition　along

　the　Altitude，”『東南アジア研究』王5（2），

　1977．

（6）　『熱帯の有用樹種3（共著）熱帯農学研

　究センター，1978．

（7）　“Ecological　Study　of　Mangrove　and

　Swamp　Forests　in　South　Sumatra，”（共著）

　in　South　Sumatra，　Man　and　Agricalttere，

　CSEAS，　Kyoto　Univ．，　1980．

（8）　r西ジャワパソグラソゴLIJ　L“地林におけ

　る落葉落枝などの季節変化」澤東南アジア

　世界』副文社，1980。

（9）　「焼畑における植生遷移と物質循環」『海

　外学術調査コロキアム』，1981．

⑯　　「熱帯林の現状からみた林木育種のあり

　方」『林木の育種』特別号，1982．

⑳　　「熱帯林木育種の視点」窪林木の育種』

　124，　1982．

（iZ　「東南アジアの低湿地林1．マソグロー

　ブ」『東南アジア研究毒21（2），1983．

⑧　　「同2．マングローブの分布」r東南ア

　ジア研究』21（3），1983．

⑭　　「同3．淡水湿地林」『東南アジア研究』

　21（4），　1984．

⑮　「同4．泥炭湿地林」『東南アジア研究』

　22（2），　1984．

⑯　『東南アジアの低湿地』（共著）農林統

　計協会，1986．

an　RePort　on　the　Forest　Research　in　Aregara

　Branei　Dan｛ssalam　from　1984　through

　1986，　JICA，　1987．

（lg　Tlze　Changing　Pattem　of　Ventcal

　Strati　cation　along　an　Altitudinal　Gradient

　of　the　Forests　of　Mt．　Pangrango，　West　fava，

　Kluwer，　1990．

（i9　「多雨林の供界」高谷好一（編）『東南

　アジアの富然』（講座・東南アジア学ag　2

　巻）弘文堂，1990．

⑳　『東南アジアの熱帯多雨林世界』沈痛

社，1991．

阿部　健一

1．京都大学農学部，1984．

2。：京都大学農学修土，1986．

3．森林生態学

4．（1）樹上性節足動物群集の比較研究

　②　淡水湿地林・マングローブ林の生態

5．1989年，東南アジア研究センター助手に採

　用され，現在に至る。1981～1983年，サバ州

　立森林研究所にて，森林昆虫の個体群動態調

　査。以後1985年サバ，1986年マルク，1988年

　タイ及びジャワ・バリで樹一と性節足動物の調

　査を行なった。ほかに1985年と1986年にジャ

　ワ島で村落調査に従事し，1987年海南島，

　1988年スマトラ・タイで伝統的森林利用の調

　査を行なっている。

6．（1）　“Plantation　Forest　Pests　in　Sabah，”

　　FRC　Publication　No．　8，　Sandakan，　Sabah，

　　1983．

　（2）　“Comparative　Study　on　Arboreal　Ar－

　　thropod　Communities　in　Contrasting

　　Tropical　Forests，”　京都大学農学研究科

　　修士論文，1987．

　（3）　“Reproductive　Behavior　of　the　Albizia

　　Borer，　Xystrocera　festiva（Coleoptera：

　　Cerambycidae）”（共著），　in　Studies　of　the

　　Beltavior　and　the　Ltfe－aycle　Straregies　ofAr－

　　boreal　lnsects　in　the　Humid　TroPics，

　　Kyoto　University，　1987．

　（4）　「プカランガソ内での農業生産」『東南

　　アジアにおける「地域農業」の開発に関す

　　る研究』総合研究開発機宜，1987．

　（s）　“Arboreal　Arthropod　Community　of

　　Mangrove　Forest　in　Halmahera，　ln－

　　donesia，　”　in　Biological　System　of

　　Mangrove，　a　RePort　of　East　fndonesian

　　Mangrove　ExPedition，　Ehime　University，

　　1988．
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社会生態部門

坪内　良博

1
2
3
4
一
b

京都大学文学部，1960，

京都大学文学博士，1970．

社会学，人口学

東南アジアの社会と人口

1966年，東南アジア研究センター助手。

　1970年，同助教授，1982年，同教授。

　1968～69年，プリンストン大学などで入口学

　に関する研修。鴨南アジア各地（とくにマ

　レーシアおよびインドネシア）において現地

　調査に従事する。

6。（1）　『離婚一一比較社会学的研究』（共著）

　　三文社，1970．

　（2）　「東海岸マレー農畏における土地と居

　　住」窪東南アジア研究』10（1），1972．

　（3）　「東海岸マレー農民における結婚と離

　　婚」『東南アジア研究』10（3），1972．

　（4）　「クランタソの農村におけるポンド（寄

　　宿宗教塾）」『東南アジア研究』11（2），

　　1973．

　㈲　「マレー農村におけるイスラームと離

　　婚」『東南アジア研究』13（1），1975．

　（6）　“Marriage　and　Divorce　among　Malay

　　Peasants　in　Kelantan，”　foumal　of

　　Southeast　Asian　Studies　（Singapore）　，　6　（2）　，

　　1975．

　（7）　『マレー農村の研究誰（共編著）創文社，

　　1976．

　（8）　“lslam　and　Divorce　among　Malay

　　Peasants，”　in　S．　lchimura　（ed．），　Sou－

　　theast　Asia：　Nature，　Society　and　DeveloP－

　　ment，　University　Press　of　Hawaii，　1977．

　⑨　　『核家族再考一マレー人の家族圏』（共

　　著）弘文堂，1977．

㊥　「日本人の目からみたインドネシア人勤

　　労者」『東蒲アジア研究』15（2），1977．

26

㈹　「コムリン川流域およびムシ川下流部に

　おける集落形成史」『東南アジア研究』17

　（3），　1979．

（ll　Three　Malay　Villages：A　Sociology　ofPad－

　dy　Growers　in　West　1吻勿s毎，（共著）

　University　Press　of　Hawaii，　1979．

pm　“On　the　High　Population　Growth　Rates

　of　the　Past　in　South　Sumatra，”（共著）『東

　南アジア研究』19（1），1981．

（1di　“Traditional　Migration　Patterns　in

　Southeast　Asia　and　Their　SurVival，”ノ∂t4r－

　nal　of　PoPulation　Studies　Crinfeogaku

　Kendyu），　6，　1983．

⑮　「東南アジアにおける人口と伝統的基礎

　社会の性格一軍績部を中心として」『東

　南アジア研究』21（1），1983．

⑯　「東南アジア島縷部における『小国』の

　存在形態に関するノート」『東南アジア研

　究』22（1），1984．

⑭　　『東南アジア人口民族誌』動草書房，

　1986．

⑱　　「マレ’・’農村人口の変動的性格について

　一クランタン・ガロック村開拓後史」『東

　南アジア研究』25（3），1987．

⑲　『東南アジアの社会』（講座・東南アジ

　ア学第3巻）（編著）弘文堂，1990．

eo）　“A　Re－examination　of　Rafles’s

　Statistics　on　the　Population　of　Java　in　the

　early　Nineteenth　Century，”『東南アジア

　研究』28（4），1991．

前田　成文

1．京都大学文学部，1963．

2．　シカゴ大学Ph．　D．（人類学），1974．

3．文化人類学

4．（1）マレー世界の歓会と文化（とくに種族間

　　の共生をめぐって）

　②　社会システムと生活世界

5．1964年，マラヤ大学マレー学科に留学。



　1965年初頭にK：edah州農村の臨地研究を3

　ヵ月行なった後，同年7月から翌年5月まで

　ジョホール州でオラソ・フルの民族誌的研究

　に従事する。1967年から2ヵ年間，マラヤ大

　学において日本学講座の講師を勤めた後，

　1969年にセンターに奉職。1971年から1年

　間，マラカ州の農村で主として社会経済的な

　データに基づいて，家族，世界観の研究を行

　う。1974年から75年にかけて南ベトナムのメ

　コン・デルタの農村のリーダーシップの調

　査。同年11月から翌年3月までイソドネシ

　ア，南スラウェシの調査。南スラウェシの調

　i査は1980年に再び開始し，1984年まで3次に

　わたって，主として非ムスリム教徒も住む平

　地村落で調査を継続する。その他，リアウ，

　スリランカ，南インド，マダガスカル，メラ

　ネシア，中国でも短期間のサーベイを行う。

　1977年から79年にかけてジャカルタの日本大

　使館に勤務。

6．（1）　rマレー半島におけるジャクンの親族名

　　称」『東南アジア研究』4（5），1967．

　（2）　「マラヤにおけるジャクソの家族講成の

　　特質」『東南アジア研究』5（3），1967．

　（3）　「ジャクン（オラン・フル）の結婚と離

　　婚」『東南アジア研究謝6（4），1969．

　（4）　「マラヤ原住民の経済生活」『アジア経

　　済』　10（5），　1969．

　（5）　rジャクン・コミュニティの社会秩序」

　　『東南アジア研究』7（3＞，1969．

　⑥　　「双系的親族組織におけるイトコ婚」r東

　　南アジア研究』10（4），1973．

　（7）　“The　Aftereffects　of　Hajj　and　Kaan

　　Buat，　”　founzal　of　SoutheastAsian　Studies

　　（Singapore），　6（2）　，　1975．

　（8）　“Family　Circle，　Community　and　Nation

　　in　Malaysia，”　Current　AnthroPology，　16，

　　1975．

　（9）　『マレー農村の研究』（共編著）創文社，

　　1976．

⑯　「コミュニティ宗教におけるシソボリズ

　ム」il東南アジア研究』14（3），1976．

⑪　　『核家族再考一マレー人の家族圏以共

　著）弘文堂，1977．

pm　“The　Malay　Family　as　a　Social　Circle，　”

　『東南アジア硯究』16（2），1978．

⑯　　「屋敷地共住集団と家族圏」（共著）『東

　南アジア研究』18（2），1980．

（19　「生活環境と社会組織　　南スラウェシ

　の一山村誌」『東南アジア研究』20（1），

　1982．

（1＄　「稲作儀礼雑観」渡部忠世（編）『南西

　諸島農耕における南方的要：素』京都大学東

　南アジア研究センター，1982．

（le　“A　Melakan　Farming　Village，”　in　P．

　Wheatley　and　K．　S．　Sandhu　（eds．），

　Melaka；　The　Transformation　of　a　Malay

　CaPital　c．　1400－1980，　Oxford　University

　Press，　1983．

⑭　「マレーシアの家族」原ひろ子（編）ilSU

　文化と家族』至文堂，1983．

⑱　「差異の文化論」石井米雄（編）il差異

　の事件誌一植民地時代の異文化認識の相

　克』帰期堂，1984．

⑲　「世帯と親族」石井米雄（編）『東南ア

　ジア世界の構造と変容』超文社，1986．

㈲　『東南アジアの組織原理』動草書虜，

　1989．

加藤 剛

1．　一橋大学社会学部，1966．

2．　コーネル大学Ph．　D．，1977．

3，比較社会学

4．（1）植民地主義との遭遇：聞き取り法に基づ

　　く村落レベルの社会史の再構築

　②　東南アジア都市の生活世界：歴史人類学

　　的接近

　（3）　ミナンカバウ母系制社会の変容：西スマ

　　トラ，クアソタン，ヌグリ・スンビランの
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　　比較研究

5，1977年，上智大学外国語学部比較文化学科

　講師に採用される。1979年，東南アジア研究

　センター助教授に採用され，1991年，同教授

　に昇任，現在に至る。

　　1972～73年インドネシア・西スマトラ州に

　おいてミナンカバウ社会の変容に関する調

　査，1973～74年南部スマトラにおいて地域開

　発における伝統的村落指導者の役割に関する

　調査，1980～81年ジャカルタ都市移住民の調

　査，1982年スマトラ・リアウ州においてエコ

　ロジーと種族的環境適応に関する調査，1984

　～85年，1990年リアウ州・クァンタンにおい

　て，1986～87年，1988年，1988～89年，1990

　年，1991年マレーシアのヌグリ・スンビラン

　州において，それぞれ村落社会史に関する調

　査を行う。

6．（1）　“Change　and　Continuity　in　the

　　Minangkabau　Matrilineal　System”　ln－

　　donesia，　28（April），　1978．

　（2）　「西部スマトラ・ミナンカバウの社会構

　　造」早稲田大学社会科学研究所（編）『イ

　　ソドネシア』早稲田大学出版局，1979．

　（3）　“Rantau　Pariaman：　The　World　of

　　Minangkabau　Coastal　Merchants　in　the

　　Nineteenth　Century，”　Journal　of　Asian

　　Studies，　39（4），　1980．

　（4）　「矛と盾？一ミナソカバウ社会にみる

　　イスラームと母系制の関係について」『東

　　南アジア研究』18（2），1980．

　（5）旧師1吻　and　Migration’　Evolving

　　Minangfeabau　Traditions　in　fndonesia，　Cor－

　　nell　University　Press，　1982．

　（6）　「都市と移住民：ジャカルタ在住ミナン

　　カバウの事例」『東南アジア研究』21（2），

　　1983．

　（7）　「ミナンカバウ社会について」ムハマッ

　　ド・ラジャブ（著），加藤囲（訳）『スマト

　　うの村の思い鵬めこん，1983．
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（8）　“Typology　of　Cultural　and　Ecological

　Diversity　in　Riau，　Sumatra，　”　in　N．　Maeda

　and　Mattulada（eds．），丁卿顧勝z認07z（ゾ

　the　Agn’ctfltural　LandscaPe　in　lndonesia，

　CSEAS，　Kyoto　Univ．，　1984・

（9）　「インドネシアの民俗と文化」『国際農

　林業協力』8（2），1985．

⑯　「インドネシアの都市にみる種族結合：

　ネットワークと同郷会」『東南アジア研究』

　23（4），　1986．

⑪　　「都市のなかの『むら』一ジャカルタ

　にみる婚姻形態一」石井米雄（編）『東

　南アジア世界の構造と変容』創文祉，1986．

ea　“The　Koto　is　Created　with　Consensus：

　Adat　Community　and　Administrative

　Reorganization　in　Kuantan，　Riau，　”　in　T．

　Kato，　M．　Lutfi　and　N．　Maeda　（eds．），　En－

　vironfnent，　Agn－culture　and　Society　in　the

　Malay　VVorld，　CSEAS，　Kyoto　Univ．，　1986．

（13　“Agricultural　Rituals　and　Rice　Cultiva－

　tion　in　Negeri　Sembilan：　A　Reconstruction

　from　Oral　History，”il東南アジア研究』26

　（2），　1988．

（14　“Different　Fields，　Similar　Locusts：

　Adat　Communities　and　the　Village　Law　of

　1979　in　lndonesia，”　lndonesia，　47（April），

　1989．

（1＄　IVasab　fou　dan　Merantatt．’　Tradisi

　Minangfeabau　YangBertensan　di　lndonesia

　（trans．　by　Azizah　Kassim），　Dewan　Bahasa

　dan　Pustaka，　1989．

⑯　「都市のなりたち」矢野糧（編）r東南

　アジア学の手法』（講座・東南アジア学第

　1巻）弘文堂，1990．

（10　「『エスニシティ』概念の展開」坪内良

　博（編）『東南アジアの社会毒（講座・東南

　アジア学第3巻）弘文堂，玉990．

⑯　「母系制社会の人口動態：ミナンカバウ

　とヌグリ・スンビランの比較」坪内良博



　（編）『集落人mの性格と変動に関する比

　較社会学的研究毒京都大学東南アジア研究

　センター，1991．

㈲　「イスラームとの出会い一スマトラの

　村の生活一」第5回「大学と科学」公開

　シンポジウム組織委員会（編）『都市文明

　イスラームの世界一シルクロードから畏

　族紛争まで一』クバプロ，1991．

pm　”When　Rubber　Came：The　Negeri　Sem－

　bilan　Experience，”『東南アジア研究』29

　（2）　，　1991．

五十嵐忠孝

ユ．　　東京大学医学部，　1970．

2．東京大学保健学修士，1972．

3．人類生態学

4，（1）糊入q学

　（2）栄養と生業機構

5．　1975年，東京大学匿学部保健学科助手に採

　用される。1982年，群馬大学医学部助教授に

　昇任，1984年，東南アジア研究センターに配

　置換となり，現在に至る。

　　1970～73年，トカラ列島でヒトの偶体群生

　態学的調査，1974～75年，韓国の一農村で人

　口移動の調査，1978年以降，インドネシア西

　ジャワ州のスソダ人村落で小人鐵学，栄養と

　生業機講に関する調査などに従事する。

6．（1）　“Change　in　Daiiy　Activity　Patterns　dur－

　　ing　the　Ramadan　in　an　lslamic　Society，　”

　　iR　Proceedings（ゾ伽Second　Internetional

　　SymPosittm　on　Asian　Studies，　1980，　Vol．　1　，

　　Asian　Research　Service，　Hong　Kong，　1981．

（2）　「個人年齢の推定方法に関する若干の覚

　　え書き一西部ジャワ・スンダ人村落での

　　調i査から」『東南アジア概究』20（2），1982．

　（3）　“Seeking　the　Dates　of　Birth　of

　　Children：　An　Age－Estimation　Method　that

　　Combines　Dental　Age　with　lndigeneusly

　　Expressed　“Time　of　Birth”　for　Use　in
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　the　Fourth　international　SymPosium　on

　Asian　Studies，　1982，　Vol．　M，　Asian

　Research　Service，　Hong　KoRg，　1983．

（4）　「丁掛と農耕の比較生態一西部ジャワ

　・ブリアガソ地方での調査から」大塚柳太

　郎（編）『生態人類学』至文堂，1983．

（5）　“Locality－Finding　in　Relation　to

　Fishing　Activity　at　Sea，”　in　B61a　Gun－

　da（ed．），　The　Fishing　Culture　of　the

　urorld：　Studies　in　Ethnology，　Cultural

　Ecology　and　Folfelore，　Akademiai　Kiado，

　Budapest，　1984．

（6）　『インドネシア人類生態学調査集成』（共

　編）日産科学振興財団，1984．

⑦　「西ジャワ・ブリアガン高地における水

　三期作一若干の人類生態学的観察」r農

　耕の技術』7，1984．

（8）　「西ジャワ・ブリアガン高地の食糧資源

　と人口」小石秀夫・鈴木継美（共編）『栄

　養生態学』恒和出版，1984．

（9）　「インドネシアの人口，出生，死亡」『医

　学のあゆみ』132，1985．

（10）　Human　Ecological　Survey　in　Rural　West

　fava　in　1978　to　1982’、A　Proiect　RePort，（共

　編著）Nissan　Science　Foundation，　Tokyo，

　1985．

pt）　“Some　Biosocial　Variables　That　May

　Account　for　Fertility　Patterns　in　the　Sun－

　daRese　Seciety，”in　Health　Ecological

　SZtrvey　in　fndonesia伽　エ983／84，　Part　1，

　Department　of　Public　Health，　Gunma

　University，　1985．

an　“Biosocial　Variables　Affecting　Sun－

　danese　Fertility，　West　Java，　”　Man　and

　Culture　in　Oceania，　3，　1987．
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統合環境部門

矢野　　暢

L　京都大学法学部，1959．

2．京都大学法学博土，1970．

3．政治学，地域研究論

4．（1）タイ国の現代政治史

　（2）東南アジアの国家構造

　（3）近代日本の南方関与

5。　1966～68年、大阪外国語大学タイ語科専任

　講師、1968～72年、広島大学助教授。その

　間、1968～69年、米国ジョージ・ワシントン

　大学客員準教授として、東南アジア国際関係

　の研究に従事する。1972年、東南アジア研究

　センター助教授、1978年、同教授に昇進、現

　在に至る。1990年より東南アジア研究セン

　ター所長。

　　1964～66年、タイ国南部のタイ・イスラム

　農村に単身定着調査を行なったのをはじめ、

　タイ国を中心に、東南アジアの各地で、今日

　まで数次にわたる現地調査を行なっている。

　そして、独創的な国家論を心心に、生態的な

　政治学を開拓し、旧来の政治学に新しい次元

　をひらいた。また、体系的な東南アジア学の

　構築にも関心をもち、「地域」認識のパラダ

　イムをもとめて、理論的模索を重ねている。

　　1990年1月、わが国の社会科学者として初

　めてスウェーデン王立科学アカデミー会員に

　選任された。

6．（1）　「南タイの土地所有一タイ・イスラム

　　村落におけるケース・スタディ」『東南ア

　　ジア滋雨4（5），1967．

　②　rタイ・ビルマ現代政治史研究（付録rタ

　　イ・ビルマ現代政治史史料集纂」）毒創文

　　社，1968．

　（3）　哺タイにおける通婚圏の形成」『東南

　　アジア研究』7（4），1970．

　（4）　「南タイ農村民の村外居住体験につい

　　て」『東南アジア研究誰8（2），1970．
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（5）　「南タイ農村の経済生活」解東南アジア

　研究』8（4），1971．

⑥　「タイ国の政治指導の特性　　サリット

　『革命団布告』を主題に」『アジア経済』

　12（7），　1971．

⑦　「南タイ農村の発展史的把握（一）一一

　派生村形成の社会過程」『東南アジア研究』

　12（1），　1974．

（8）　『「南進」の系譜護中：央公論社（中公新

　書），　1975．

（9）　「タイにおける『革命団布告』の政治機

　能一73年『10月政変』の背景についての

　一画面」『東南アジア研究』12（4），1975．

㊥　　『日本の南洋史観』中央公論社（中公新

　警），　1979．

⑪　『東南アジア世界の論理』中央公論社（中

　公叢書），1980．

㊧　「タイ国における『郡長至の政治機能一

　一《ラーチャカーソ》の政治的本質との関

　連で」『東南アジア論究』18（2），1980．

⑬　　『南北問題の政治学』中央公論社（中公

　新書），　1982．

Oゆ　『東南アジア世界の構図』日本放送出版

　協会（NHKブックス），1984．

⑮　　『冷戦と東南アジア』中央公論社，1986，

⑯　　『講座政治学N，地域研究』（編著）三

　嶺書房，　1987．

⑭　　rノーベル賞一二十世紀の普遍言語』

　中央公論社（中公新書），1988．

⑱　r東南アジア学の手法』（講座・東南ア

　ジア学第1巻）（編著）弘文堂，1990．

㈲　 『東南アジアと日本』（講座・東南アジ

　ア出血10巻）（編著）弘文堂，1991．

㈲　　f東南アジアの国際関係』（講座・東南

　アジア学第9巻）（編著）弘文堂，1991．

土屋　健治

1．東京大学教養学部，1966．

2．葉京大学社会学博士，1981．



3．政治思想論

4．（D　インドネシア政治論

　（2）ジャワ文化史論

5．1968～70年，インドネシア共和国ガジャ・

　vダ大学に留学。1973年，千葉大学人文学部

　助手に採用される。1974年，東南アジア研究

　センター助手に配置換，1978年，助教授，

　1988年，教授に昇任，現在に至る。

　　1975年，インドネシア国立博物館（ジャカ

　ルタ），タマン・シスワ図書資料館（ジョク

　ジャカルタ）等にてインドネシアナショナリ

　ズムに関する研究に従事。1975～77年，ライ

　デン大学，王立言語民族文化研究所（ライデ

　ソ），旧植民地省文書館等にてインドネシア

　ナショナリズムに関する研究に従事。1979～

　80年，インドネシア大学客員教授として「イ

　ソドネシア政治思想史論」および「東南アジ

　ア社会論」の講義を行う。1982年，コーネル

　大学東南アジアプログラムの客員M究員とし

　てジャワ文化に関する研究に従事。1983年タ

　イ，フィリピン，インドネシア，1984～85年

　インドネシア，1986～87年タイ，1988年イソ

　ド，インドネシア，1989年モPッコ，インド

　ネシアにおいて現代国家論に関する調査を行

　う。

6．（1）　“Fungsi　Taman　Siswa　Dalam

　　Pergerakan　Nasional　lndonesia
　　Khususnya　Dalarn　Tahun　Tigapuluhan，　”

　　Pusara，　4e（7）　，1970．

　（2）　「スカルノとバッタの論争」『東南アジ

　　ア研究』9（1），1971．

　（3）　「サミソ運動とインドネシア民族主義」

　　『東南アジア研究』9（2），1971．

　（4）　「タマン・シスワの研究一初期の活動

　　に関する一考察」『東洋文化研究所紀要』

　　62，　1974．

　（5）　「スカルノ研究の視角についての一試論

　　一ジョン・レッグ著ζスカルノ伝』を手

　　掛りとして」『アジア経済』15（12），1974．

（6）　“The　Taman　Siswa　Movement－lts

　Early　Eight　Years　and　Javanese

　Background，”ノburnal　of　Southeast　Asian

　Studies　（Singapore），　6（2）　，　1975・

（7）　“Perjuangan　Tarnan　Siswa　Dalam？en－

　didil〈an　Nasional，”　fozernal　Penelitian

　Social，　4（8）　，　1980．

（8）　「南方関与の理論的枠組について」衛藤

　雄牛（編）『日本をめぐる文化摩擦』弘文

　堂，1980．

（9）　『インドネシア民族主義研究一タマン

　・シスワの成立と展開』創文社，1982．

㈹　rインドネシアの開発政策と政治的安

　定」『海外事：情』30（10），1982．

⑪　　「インドネシアにおける政治と言譜一

　バ・スロ事件の文化論的考察」『国際政治』

　74，　1983．

⑫　「ジョクジャカルター中部ジャワにお

　ける〈みやこ〉の成立と展開」『東南アジ

　ア研究』21（1），1983．

⑬　「カルティ＝の心象風景」窪東南アジア

　研：究』22（1），1984．

㊥　「19世紀ジャワ文化論序説一ジャワ学

　とロソゴワルシトの時代」土屋健治・白石

　隆（共編）群東南アジアの政治と文化』東

　京大学出版会，1984．

⑯　　「政治と誉語」矢野暢（編）『講座政治

　学N地域研究誰三嶺書房，1987．

⑯　rrニャイ・ダシマ物語』論」『東洋文化選

　67，　1987．

⑭　「タマソ・シスワとインドネシア現代政

　治」『東南アジア研究』24（3），1987．

（lg　Democracly　and　Leadership：　The　Rise　of

　the　Taman　Sdswa　Movement　in　lndonesia

　（trans．　by　Peter　Hawkes），　University　of

　Hawaii　Press，　1988．

⑲　『東南アジアの思想毒（講座・東南アジ

　ア学外6巻）（編著）弘文堂，1990．

㈱　　『カルティニの風景』めこん，1991．
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京都大学法学部，1981．

京都大学法学修士，1983．

比較政治学

タイの現代政治と政治史の研究

1987年愛媛大学法文学部の国際関係論撞当

　の助手に採用され、1988年岡講師、1989年同

　助教授を経て、1990年東南アジア研究セン

　ター助教授に転任、現在に至る。

　　1983～85年の2年間タイのチュラーPtソ

　コーン大学政治学部にてタイ政治研究を行な

　つた他、王987年、1988年、1990年、1991年に

　それぞれ2週間ほどタイにて調i査と資料収集

　に従事。

6．（1）　「タイの地方における実業家と官僚（1）

　　（2）」　『法学論叢』　121（1），　（4），　1987．

　②　rタイにおける実業家致党と軍：首相府

　　令66／2523を中心として」『東南アジア研究』

　　26（3），　1988．

　（3）　「タイにおける1912年反乱計画：5世王

　　による改革の問題点」『愛媛法学会雑誌』

　　15　（3・4），　1989．

　（4）タヅク・チャルームティアロソ著『タ

　　イ：独裁的温情主義の政治』（翻訳），井村

　　文化事業社，1989．

　（5）　「東南アジアの政治」岡本幸治・木村雅

　　昭（共編著）『現代政治を解読する』ミネ

　　ルヴァ書房，1990．

　（6）　“ltthiPhon　and　A7nnat：　An　lnformal

　　Aspect　of　Thai　Poli乞ics，”『東南アジア研

　　究』28（4），1991．
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京都大学法学部，1984．

京都大学法学修土，1986．

政治学

東南アジアの政治変動と国際関係

1987年，東南アジア班究センター助手に採

S2

　用され，現在に至る。1989年8月から11月に
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　　びうーチャブリー県の事例一」『東南ア

　　ジア研究』28（1），1990．

人間環境部門

福井　捷朗

1
2
Q
e
4
に
」

京都大学農学部，1961．

京都大学農学博士，1974．

農業生態

東北タイ，ヤソトン県の農業生態

1964～69年，タイ国カセサート大学及び農

務省米穀局にて稲作を研究。1967年，京都大

学東南アジア研究センター一助手に採用され

る。1969年同農学部助手，1974年同東南アジ

ア研究センター助手。1975年同助教授，1987

年同教授に昇任，現在に中る。1982年より京

都大学大学院農学研究科熱帯農学専攻助教

授，1987年同教授を併任。

　1972年タイ及びジャワ，1974年メコンデル

タ，1976年掛ラワディデルタ及びサラワク，

1977年西マレーーシア，1979年スマトラ及びル

ソン島，1979年，1980年タイにおいて，それ

ぞれ数ヵ月の現地調査に従事する。1975年，

オランダ農科大学にて研究。1981～82年及び

1983年，東北タイ村落定着調査に従事する。

　1986年，1989年，1990年，1991年県レベルの

　農業生態調査のため東北タイにて現地調査に

　従薯する。

6．（1）　“Environmelttal　Determinants　Affect－

　　ing　the　Potential　Dissemination　of　High

　　Yielding　Varieties　of　Rice：　A　Case　Study

　　of　the　Chao　Phraya　River　Basin，”『東南ア

　　ジア研究』9（3），1971．

　（2）　「気候変動と湿潤熱帯の農業」『科学』

　　49（3），　1979．

　（3）　“Climatic　Variability　and　Agriculture

　　in　Tropical　Moist　Regions，”　in　Proceedings

　　of　The　World　Climate　Conference，　Geneva，

　　Febnutry　1979，　（WMO－No．　537）　，　World

　　Meteorological　Organization，　1980．

　（4）　“Variabiiity　of　Rice　Production　in

　　Tropical　Asia，”　in　Drought　Resistance　in

　　CroPs　with　EmPhasis　on　Rice，　lnternational

　　Rice　Research　lnstitute，　Los　Bafios，　1982．

　（5）　「東南アジア低湿地の土地利用」『東南

　　アジア研究』21（4），1984．

　⑥　「エコPtジーと技術；適応のかたち」渡

　　部忠世（編）『稲のアジア史』第1巻『ア

　　ジア稲作文化の生態基盤』小学館，1987．

　（7）　『ドンデーン村一東北タイの農業生態

　　一』創文社，1988．

　（8）　「東南アジア世界の形成と自然」高谷好

　　一（編）f東南アジアの自然護（講座・東南

　　アジア明解2巻）弘文堂，1990．

　（9）　「村の意味論」矢野暢（編）『東南アジ

　　ア学の手法毒（講座・東南アジア学第1巻）

　　弘文堂，1990．

　（10」　“The　Rice／Population　Balance　in　a

　　Northeast　Thai　Vil王age，”『東南アジア研究』

　　28（4），　1991．

田中　耕司

1．京都大学農学部，1969．

2．京都大学農学修士，1972．
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3．作物学

4．（1）熱帯アジアにおける水田・畑の伝統的作

　　付体系

　（2）インドネシア移住民の農業適応

5．1973年，京都大学農学部助手に採用され

　る。1979年，東南アジア研究センター油点に

　配置換，1984年，助教授に昇任，現在に至る。

　　この間，1974年目ルマにおいて栽培稲の変

　遷の調査，1978～79年ビルマ，アッサムにお

　いて野生イネの分布と栽培イネの生態型分化

　の調査に従事。1979年インド，スリランカに

　おいてクμッピングシステム等の比較研究調

　査を行う。1980～85年にかけて3次にわた

　り，インドネシアにおいて熱帯島瞬域の人の

　移動に関わる環境形成過程の研究調査に参

　加，その後，インドネシアて農業移民の調

　査，バングラデシュで農村開発調査，インヂ

　ネシア，マダガスカル，中国等で稲作技術・

　文化の調査を行う。

6．（1）　“Agricultural　Adaptation　among　Bugis

　　Spontaneous　Migrants－A　Case　Study　in

　　Northeastern　Kabupaten　Luwu，”　in　N．

　　Maeda　and　Mattulada　（eds．），　Transforma一

　　だ。死げ伽Agficrdtural五andS吻θin伽

　　donesia，　CSEAS，　Kyoto　University，　1984．

②　「東南アジア島綴部の環境と農業適応

　　一開拓地入植者にみる適応のかたち」石

　　井米雄（編）ll東南アジア世界の講造と変

　　容』　倉IJ二文：社，　1985．

　（3）　“Bugis　and　Javanese　Peasants　in　the

　　Coastal　Lowland　of　the　Province　of　Riau，

　　Sumatra：　Differences　in　Agricultural　Adap－

　　tation，”　in　T．　Kato　et　al．　（eds．），　Environ－

　　ment，・Agriculture　and　Society　in舌舵1吻勿

　　vaorld，　CSEAS，　Kyoto　University，　1986．

（4）　“A　Note　oR　Spontaneous　Migrants　and

　　Their　Settlements　in　Northeastern

　Kabupaten　Luwu，　South　Sulawesi，”　in　K．

　Tanaka　et　al．　（eds．）　，　Environment，　Landuse
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　and　Society　in　Wallacea，　CSEAS，　Kyoto

　University，　1986．

（5）　「稲作技術の類型と分布」渡部忠世・福

　井捷朗（共編）『稲のアジア史選第1巻，

　fj、学館，　1987．

（6＞　「近世における集約稲作の形成」渡部忠

　世・田中耕司（共編）『稲のアジア史』第

　3巻，　ノ」、学館，　1987．

（7）　「熱帯降雨林気候下の農罠農業　　東南

　アジアの場合」『熱帯農業』31（2），1987．

（8）　“Rice　and　Rice　Culture　in　Madagascar，”

　in　Y．　Takaya　（ed．），　Madagascar　PersPec－

　tives　from　the　Malay　World，　CSEAS，　Kyoto

　University，　1988．

（9）　「稲作技術発展の論理一アジア稲作の

　比較技術論に向けて」『農業史年報』2，

　1988．

㈹　「マダガスカルのイネと稲作」『東南ア

　ジア研究』26（4），1989．

⑪　　「稲の科学と栽培理論」岡光夫他（共編）

　『叢書近代日本の技術と社会1　稲作の技

　術と理論』平凡社，1990．

㈱　「ベトナムの農業政策の動向と稲作の現

　状」『国際農林業協力』13（2），1990．

（1＄　“Village－Level　Studies　on　Rice－Based

　Cropping　Systems　ln　the　Low－Lying　Areas

　of　Bangladesh　1．　Cropping　Pattems　and

　Their　Distribution　in　Haor　and　Bil　Areas，”

　（共著）faP．　four．　Crop　Sci．　Soc．，59（3），

　1990．

㊥　「フpaンティアとしての開拓空間」矢野

　暢（編）『東南アジア学の手法』（講座・東

　南アジア学第1巻）弘文堂，1990．

⑯　「プランテーション農業と農民農業」高

　谷好一（編）『東南アジアの自然』（講座・

　東南アジア学齢2巻）弘文堂，1990．

⑯　「ベンガル・デルタ低地部の作付体系

　一一技術変容と作付体系展開の地域間比

　較」（共著）解東南アジア研究』28（3），1990．



（ib　「バングラデシュ・ハオール農村の水文

　環境と稲基幹作付様式の展開」（共著）il東

　南アジア研究』28（3），ユ990．

⑱　「農業フpソティアと移住民：南スラウ

　ェシ州ルウ｝の農民移住と定着」高谷好一

　（編）ilフロンティア空間としての東南ア

　ジア』（科学研究費報告書）東南アジア研

　究センターt1991．

（19　“A　Note　oR　Typology　and　Evolution　of

　Asian　Rice　Culture：　Toward　a　Com－

　parative　Study　of　the　Historical　Develop－

　ment　of　Rice　Culture　in　Tropical　and

　Ternperate　Asia，”f東南アジア研究』28

　（4），　1991．

㈲　「アジアの稲作と日本一過宏・現在・

　未来」『阪南大学産業経済研究所年報』20，

　1991．

河野　泰之

1．東京大学農学部，1981．

2．東京大学農学博士，1986．

3，　土地，水利用

4．（1）天水田から灌概田への展開過程

　②　タイの農業生態

　（3）天水田水稲作の水文環境

5．1987年東南アジア研究センター助手に採用

　され，現在に至る。1981年ジャワ島において

　水源補強と末端水路整備の効果と影響の調

　査，1983～84年タイにおいて天水田地域の土

　地・水利用の調査，スリランカ及び南インド

　においてため池灌概田地域の土地・水利用の

　調査，1986年ルソン島において天水田と灌概

　田の水文環境の比較調査，1989年イラン，イ

　ラク，エジプトにおいて水利調査，1990，91

　年中国において水利開発史の調査に従事する。

6．（1）　「熱帯農業開発における水田の意義」『農

　　業土木学会誌』51（1），1983．

　（2＞　“Ch．6．　Land　and　Water／Hydrography”

　　and　“Ch．8．　Agriculture－Environment　ln一

　teraction／Water　Stress　and　Rice　Produc－

　tion，”　in　H．　Fukui　et　al．　（eds．），　A　Rice－

　Growing　Village　．1？evisited；　An　lntegrated

　Study　of　Rural　DeveloPment　in　Northeast

　Thailand　（The　Second　lnterim　Report），

　CSEAS，　Kyoto　University，　1985．

（3）　「東北タイ・ドソデーン村：稲作の不安

　定性jf東南アジア研究』23（3），1985．

（4）　「熱帯モンスーン地域の天水田の農業基

　盤の研究」東京大学博士論文，1985．

㈲　「タイ国東北部の天水田の水文環境と水

　利開発」『拓殖学研究』26，1986．

（6）　「天水田における土地改良融業の経済効

　果」　『農業；」ヒ木学会誌』　55（9），　1987．

（7）　“Ch．3．　lnstability　of　Rice　Production

　and　lts　lmplications，”　in　H．　Fukui　et　al．

　（eds．），　A　Rice－Growing　Village　Revisited：

　An　Jntegrated　Study　of　Rural　DeveloPment

　in　Northeast　Thailand　（The　Third　lnterim

　Report）　，　CSEAS，　Kyoto　University，　1988．

（8）　“Rainfed　Rice　Cultuye　and　Population

　Growth　一A　Case　Study　at　a　Northeast

　Thai　Village　，”『東南アジア研究塁28

　（4）　，　1991．

（9）　「タイ国東北部における天水農業の現状

　と今後の展開」置天水委員会現地調査報告

　三一タイ国』農用地整備公団，1991．

客員教官

荻野　和彦

1．京都大学農学部，1959．

2．京都大学農学博士，1975．

3．森林生態学，造林学

4．（1）熱帯雨林の更i新過程

　②　熱帯樹木の生態生理

　（3）マソグロ　一一ブ植物の組織培養

5．1965年，京都大学助手（東南アジア研究セ

　ンター）に採用される。1966年，同助手（農

S9



　学部），1967年，同講師，1975年，同助教授

　を経て，1983年愛媛大学教授（農学部），現

　在にいたる。1991年愛媛大学大学院連合農学

　研究科長，京都大学教授（東南アジア研究セ

　ソター客員講座）を併任する。

　　1957年：「碍・パキスタン無二スワート・ヒ

　マラヤ学備探検隊」に参加，シャハン・ドク

　峰（6100m）を試目したのが初めての海外遠

　征。1961年「日・タイ合同生物学調査隊」の

熱帯林の生態学調査に加えられた。このとき

　熱帯熱マラリアにかかり現地で入院したが，

　聞時に「タイ病」にもとりつかれてしまった。

　翌62年理科系のB本人学生として初めて，タ

　イ国カセートサート大学に留学。1980年以来

　「タイ国マングローブ林の森林生態学的研

　究」および「東南アジアの熱帯雨林生態系の

　研：究」に従事，熱帯研究は生態系の修復をめ

　ざさねばならないこと，そのため生物・環

　境，生物相互の作用系としてのみでなく，社

　会システムとの関運において捉えねばならな

　いことを確信するにいたっk。1991年には，

　「サラワクの熱帯山林の長期生態調査」計画

　に着手した。

6．（1）　「森林植生」加藤泰安・二二佐助・梅樟

　　忠夫（共編）『山岳・森林・生態学』中：央

　　公論社，1976．

　（2）　「生態二一森林を中心として」大沢文

　　夫ら（共編）『集団と生態』（生物科学講座

　　8巻）　朝倉書店，　1977。

　（3）　「西スマトラでの熱帯多雨林の更新過

　　程」　『熱帯林業毒　4，　1985．

　（4）　「熱帯林の動態jr海外学術調査コロキ

　　アムーアジアの熱帯林』，1986，

　㈲　『森は大きな生きものだ』ポプラ社，

　　1987．

　（6）　「消えゆく熱常林」『緑の文明』11月号，

　　1987．

　（7）　System　ofMangroves，　a　RePort　ofEastfn－

　　donesian　Mangrove　ExPedition，　1986　（i＃？
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　編），Ehime　University，1988．

（8）　rマングローブ林の生態」『熱帯林業』

　14，　1989．

（9）　「森林の遷移」堤利夫（編）窪森林生態

　学』朝倉書店，1989．

㈹　r森林の動態一天然林の更新過程」岩

　槻邦美ら（共編）練南アジアの植物と農

　林業』B本学衛振輿会，1989．

（11）　Biological　Process　of　Mangrove

　RhizosPhere，　A　Report　of　Research　Proj－

　ect　’87一’88　supported　by　Grant－in－Aid　for

　Cooperative　Research（A），MESCJ，（編），

　1989．

（1勿　「マングpa一ブ林の根圏生態」『プラン

　タ』5，1989．

（i＄　「世界のマングローブ」『採集と飼育』

　51（10），　1989．

⑭　「熱帯林は再生可能か」il公害研究』19

　（4），　1990．

⑯　　「熱帯林研究と研究協力」『林業技術』

　577，　1990．

⑯　　「欧米生態学者の熱帯林への関心」『林

　業技術』584，1990．

㊥　「熱帯林の保全と生態系」森林フォーラ

　ム実行委員会（編）『熱帯雨林そして日本』

　日本経済評言禽社，　1990．

⑱　　「熱帯林生態系」大来鑑武郎（監修）『講

　座地球環境　地球規模の環境問題II』中央

　法規出版，1990．

⑲　　「森が包み込む生命環境，熱帯爾林の植

　生悟造を読みとる」『アニマ』224，1991．

？O）　「マングローブ林の生態系と保全」『創

　造の世：界書79，199L

松下敬一郎

1，京都大学農学部，1976年．

2．　ミシガン大学Ph．D．（経済学），1986年．

3．人口経済学

4，（1）世帯構成変動の比較計量分析



　（2）家族形成の経済学

5．1980年，東南アジア研究センター助手に採

　用される。1985年，厚生省人口問題研究所に

　技官として転任，1988年にJICAの人口学士

　門家としてスリランカ国統計局に一年間勤

　務。1989年より龍谷大学社会学部助教授，現

　在にいたる。1991年4月より東南アジア研究

　センター併任助教授（非常勤講師）。

6．（1）　「人口移動の理論的接近の試み」『東南

　　アジア研究』20（2），1982．

　（2）　“Rural　Population　and　Cities，”　in　K．

　　Tsuchiya　（ed），　“States”　in　Southeast　Asia：

　from　“Tradition”　to　”Modernily，”　CSEAS，

　　Kyoto　University，　1984．

　（3）　「ナプシャリティー」『医学のあゆみ』

　　132（13），　1985．

　（4）　「結婚の経済分析について」f人口問題

　　研究』180，1986．

　（5）　「ハザード関数の統計解析と生命表圃人

　　口問題研究』182，1987．

（6）　“Economic　lmplications　of　Aging　of

　the　Labour　Force，”　in　Economic　and　Socr’al

　ImPlications　of　PoPulation　Agt’ng，　United

　Nations，　1988．

（7）　“lmplications　of　Regional　Differentials

　in　Economic　and　Demographic　Variables，　”

　in　S．　lchimura（ed），　indonesian　Economic

　DeveloPment：　lssues　and　Analysis，　JICA，

　1988．

（8）　“Economic　Ana；ysis　of　Age　at　First

　Marriage，”Jottrnal　of　PoPulation　Econom－

　ics，　2（2）　，1989．

（9）　「農村の家族」坂本慶一（編）r人間に

　とって農業とは』憶測書房，1989．

㈱　　「農家人mの戦後における出生力低下の

　実証分析」r龍谷大学社会学部紀要』L

　l990．

⑪　「人癖動態と世帯構成の変化：五個荘町

　金堂の事例的硬究」『龍谷大学地域総合研

　究』1，1991．

2．資　料　部

北野　康子

1．長崎大学教育学部，1962．

2．ハワイ大学MATESL（Master　of　Arts　in

　Teaching　English　as　a　Second　Language），

　1968、ハワイ大学MLS（Master　of　Library

　Studies），　1971．

3．図書館学

4，（1）五七アジア研究資料の目録情報

　（2）　ライブラリー・オートメーション

5．1966～68年，East－West　Center奨i学生，

　1969～71年，ハワイ大学大学院にて図書館学

　を修める。1971～77年，貿易研修センター情

　報資料室勤務を経て，1977年，東南アジア研

　究センター資料部図書室に助手として着任，

　現在に至る。

6．（1）　The　BibliogTaPhy　of　BibliograPhies　of　the

　　Pacific，　Graduate　School　of　Library

　　Studies，　University　of　Hawaii，　1969．

　（2）　United　IVations　Documents　on　the　Trust

　　Territonyy　of　tlie　Pacific　lslands，　Graduate

　　School　of　Library　Studies，　University　of

　　Hawaii，　Honolulu，　1971．

　（3）「発展途上国の経済ナショナリズムと経済

　　統合に関する文献昆録」（共編）『アジア経

　　済資料月報』20（3），1978．

　（4）Women　ガπ　Southeast　澄ε毎’　A

　　BibliograpJay，　for　the　National　Women’s

　　Education　Center，ノ嫁｝α％，　K：yoto，1979，

　（5）　「図書館ネットワークのしくみ：WLN

dl



　　のシステム，Washington　Library　Net－

　　workj（共編）ライブラリー・オートメー

　　ショソ研究会，京都，1982．

　（6）　「インドネシアにおける図書館システ

　　ム」（訳）『図書館界』35（4），　1983．

　（7）　“Southeast　Asian　Research　Resources

　　in　Western　Japan，”　presented　at　the

　　Seventh　Congress　of　Southeast　Asian

　　Librarians，　Manila，　15－21　February　1987．

米沢真理子

1．京都大学文学部，1972．

2．京都大学文学修士，1974．

4．　タイの教育と文化

5．1974年，京都大学東南アジア研究センター

　に文部事務官として採用される。1987年，東

　南アジア研究センター資料部編集蜜助手に配

　置換，現在に至る。

6．　「パスカルにおけるキリスト教弁証論の方

　　法」（京都大学修士論文）1974．

永田　好克

1．京都大学工学部，1985．

2，京都大学工学部修士，1987．

3．言語情報処理

4．（1）自然言語入出力インターフェイス

　（2）言語情報データベーース

5．1987年，富土写真フィルム株式会社入社。

　1988年，東南アジア研究センター助手として

　採用され現在に至る。

6．（1）　「日本語論説文に現れる照応表現の処

　　理」情報処理学会第34回全国大会，1987．
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第5章　出　版　目　録

　1991年12月現在で，センターが刊行した東南アジア研究叢書（和文、英文），『東南アジ

ア研究』（24巻1号以降），研究報告書シリーズの一覧を掲げる。なお，前述したように，

『東南アジア研究』第1号から23巻4号までの全所収論文等は総目録として『東南アジア

研究』蒔田（23巻5号）に，またリプリント・シリーズ，ディスカッション・ペーパーの

一覧は『昭和62年度版センター要覧』に一括掲載されているので，参照されたい。

1．　東南アジア研究叢書

A．和文叢書
1，棚瀬　早戸．

2．矢野　　揚．

3．本岡　　武．

4．坪内　良博；坪内　玲子．

5．飯島　　茂．

6．シュトルツ．

7，市村　真一編．

8．石井　米雄編．

9．石井　米雄．

10．本岡　　武．

11．市村　真一編．

12．口羽；坪内；前田編．

13，西原　　正編

14．エクスタインほか編．

15．渡部　忠世編．

16。水野　浩一．

17．土屋　健治．

18．高谷　好一．

19．小林　和正．

20．石井　米雄編．

21，桜井　由躬雄．

22．福井　捷朗．

1966。『他界観念の原始形態』

1968．『タイ・ビルマ現代政治史研究』

1968．『東南アジア農業開発論』

1971．『離婚』創文社．

1971．『カレン族の社会・文化変容』創文社．

1974，窪ビルマー地誌・歴史・経済戯野上裕生（訳）．創文社．

1974．『東南アジアの自然・社会・経済』創文社．

1975。『タイ国一ひとつの稲作社会』創文社，

1975，f上座部仏教の政治社会学』創文社．

1975．『インドネシアの米』創文社．

1975．『東南アジアの経済発展』創文社．

1976．窪マレー農村の研究』創文社．

1976．『東南アジアの政治的腐敗』創文社．

1979。『中国の経済発展』市村真一（監訳）．創文社．

1980，『東南アジア世界一地域像の検証』創文社．

1981．『タイ農村の社会組織』創文社．

1982．『インドネシア民族主義研究一タマソ・シスワの成立と

　　　展開』創文社，

1982．漁帯デルタの農業発展一霞ナム・デルタの研究3売文

　　　社、

1984。『東南アジアの人口謎謎文社．

1986．陳南アジア世界の構造と変容』創文社．

1987．『ベトナム村落の形成一村落共有田＝コソディエン制の

　　　史的展開』創文社．

1988。『ドンデーソ村一一東北タイの農業生態』創文社．

4S



23．口羽　益生編．

24．山田　　勇．

1990．『ドソデーン村の伝統構造とその変容』創文社．

1991．『東南アジアの熱帯多雨林世界』創文社。

　B

1
2
9
ρ4

5

6

7

8

9

1e．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

英文叢書

SATo，　Takashi．　1966．　Field　CroPs　in　Thailand．　Kyoto：　CSEAS．

WATABE，　Tadayo．　　　　　1967，　Glzt彦勿02硲R∫α吻△「orthent　Thailand．　Klyoto：CSEAS，

TAKIMoTo，　Kiyoshi，　ed．　1968．　Geology　and　Mineral　Resources　in　Thailand　and　Malaya．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kyoto：　CSEAS．

KAwAGucm．　Keizaburo：　and　KyuMA．　Kazutake．
　　　　　　　　J　」L］．v＃“一一一一v）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1969．　Lowland　Rice　Soils　in　Thailand．　Kyoto：　CSEAS．

KAwAGucm，　Keizaburo；　and　KyuMA，　Kazutake．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1969．　Lowland　Rice　Soils　in　Malaya．　Kyoto：　CSEAS．

MAEDA，　Kiyoshige．　．　1967．　Alor　fanggus，　A　Chinese　Community　in　Malaya．　Kyoto：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CSEAS．

lcmMuRA，　Shinichi，　ed．　1975．　The　Economic　DeveloPment　of　East　and　Southeast　Asia．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Honolulu：　University　Press　of　Hawaii．

N王sHIHARA，　Masashi．　　　　1976。　The／ilPanese　and　Sukamo’s．lnd∂nesia’7励yoヲ盈α吻1～ela－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tion，　1951－66．　Honolulu：　University　Press　of　Hawaii．

IcmMuRA，　Shinichi，　ed．　1977．　Southeast　Asia：Arature，　Society　and　DeveloPment．　Konolulu：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　University　Press　of　Hawaii．

KAwAGucEI．　Keizaburo：　and　KytJMA．　Kazutake．
　　　　　　　　1　一一Vi““一一i　v7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1977．　Paddy　Soils　in　TroPicalAsia．　Honolulu：　University　Press　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hawaii．

YosmHARA，　Kunio．　1978．　Jmpanese　lnvestment　in　Southeast　Asia．　Honolulu：　Univer－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sity　Press　of　Hawaii．

Isml，　Yoneo，　ed．　1978．　Thailand：　A　Rice－Growing　Society．　Honolulu：　University

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Press　of　Hawaii．

CHo，　Lee－Jay；　and　KoBAyAsHI，　Kazumasa，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1980．　Fertility　Transition　of　the　East　Asian　PoPulations．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Honolulu：　University　Press　of　Hawaii．

KvcHIBA，　Masuo；　TsuBoucHI，　Yoshihiro；　and　MAEDA，　Narifumi．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1979．　Three　Malayτノ’illages’ASoCi’oi∂gy（～ブPヒz曜y　Grt）wers　in　West

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Malaysia．　Honolulu：　University　Press　of　Hawaii．

CHo，　Lee－Jay；　SuHARTo，　S．；　McNlcoLL，　G．；　and　MAMAs，　S．G．M．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1980．　PoPulation　Growth　oflndonesia：AnAnalysis　ofFertility　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mortality　Based　on　the　1971　PoPulation　Census．　Honolttlu：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　University　Press　of　Hawaii．

IsHII，　Yoneo．　1980．　Sangha，　State，　and　Soct’ely；　Thai　Buddhis7n　in　History．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Honolulu：　University　of　Hawaii　Press．

TAKAyA，　Yoshikazu．　1987．　Agn’cultural　DeveloPnzent　ofa　TroPicalDelta；A　Study　of　the
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18．　Tsuchiya，　Kenji．

　　　Chao　Phraya　Delta．　Honolulu：　University　of　Hawaii　Press．

1988．Democra（ツand　Leadership’The　Rise（ゾ漉θコ【勧z伽Siswa

　　　Movement　in　lndonesia．　Honolulu：　University　of　Hawaii

　　　Press．

2，『東南アジア研究』（24巻1号から29巻3号まで）

　　『東南アジア研究』第1号から23巻4号までの全所収論文等は総目録として別冊23巻5

号に掲載されているので，ここでは，24巻1号から最新号までの所収論文等を掲げる。各

報皆は，コード番号・著者名・報告表題・掲載頁の順に配列されている。コード番号は，

4，5桁醤の数字が巻数を，3桁目の数字が号数を，そして，1，2桁目の数字が報告の

番号を表している。

24巻1号【VoL　24，　No．　t】1986年6月fJune　t　986］

論文工Article】

24101青山　亨［Aoyama，　Toru］．古ジャワ文学におけるスタソーマ物語の受容と変容［The　Adop－

　　　tion　and　Structural　Transformation　in　Old　Javanese　Literature　of　Sutasoma，　an　lndian　Buddhist

　　　Story］．　3－17．

資料・研究ノート【Notes］

24102川崎有三［Kawasaki，　Yuzo］．小コミュ＝ティの社会位相空間論一一マレーシア潮州人漁村に

　　　みられるリズム・テンポ・メロディー一一［A　Small　Community　as　a　Sociotopo沁gical

　　　Space－Rhythm，　Ternpo　and　Melody　of　a　Teochiu　Fishing　Village，　Malaysia一］．　18－52．

24103金　昌男［Kim，　Chang－Nam！．工業部門の雇用吸収力と労働移動一一アジア5力国の事例

　　　一　［lndustrial　Sector　Labor　Absorption　and　Migration　in　Asian　Countries］．　53－64．

24104古川久雄［Furukawa，　Hisao］．バタンハリ川流域低湿地の農業景観その2．農業景観の展開

　　　［Agricultural　Landscape　in　the　Lower　Batang　Hari，　Sumatra　Part　Two：Vicissitudes　of

　　　Agricultural　Land　Use］．　65－105．

現地通信【Field　Report】

24105　Andaya，　Leonard　Yuzon．　A　Short　lntroduction　to　Some　Archival　Resources　in　the

　　　Netherlands，　Spain，　and　Portugal　for　the　Study　Qf　Southeast　Asia．　106－109．

24106寄：三筆図書農録［Books　Received　by　the　Library］．110．
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　　　　　　　　　　　　　　　　24巻2号［VoL　24，　No．2】f986年9月［Sept．1986］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Problem　Soils　in　Southeast　Asia

24201　Supiandi　Sabiham；　and　Furukawa，　Hisao．　A　StJudy　of　Floral　Composition　of　Peat　Soil　in　the

　　　　　Lower　Batang　Hari　River　Basin　of　Jambi，　Sumatra．　113－132．

24202　Wongsomsak，　Sompob．　Salinization　in　Northeast　Thailand．　133－153．

24203　Attanandana，　Tasnee；　and　Vacharotayan，　Sorasith．　Acid　Sulfate　Soils：　Their　Characteristics，

　　　　　Genesis，　Amelioration　and　Utilization．　154－180．

論文【Article】

24204　Duff－Cooper，　Andrew．　Alternation　and　Other　Modes　of　Periodicity　from　a　Balinese　Form　of

　　　　　Life　in　Western　Lombok．　181－196．

資料・研究ノート【Note】

24205青木恵理子［Aoki，　Eriko］．中部フローレスにおける神秘力と性［Mystic　Power　and　Sex　in　Cen－

　　　　　tral　Flores］，　197－223．

現地通信［Field　Report］

24206片山　；浴［Katayama，　Yutaka］．1986年2月16日のコーリー［Corazon　Aquino　on　Feb．16，1986］．

　　　　　224－225．

24207寄贈図書目録［Books　Received　by　the　Library］．226．

　　　　　　　　　　　　　　　　24巻3号【VoL　24，　No．3】1986年12月［Dec．　t　986】

論文IArticle｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

24301　Fukui，　Seiichi．　An　Economic　Analysis　of　Traditional　Water　Management　lnstitutions　in　Nor－

　　　　　thern　Thailand．　229－242．

資料・研究ノートINotes】

24302　Wakatsuki，　Toshiyuki；Saidi，　Amrizal；and　Rasyidin，　Azwar．　Soils　in　the　Toposequence　of　the

　　　　　Gunung　Gadut　Tropical　Rain　Forest，　West　Sumatra．　243－262．

24303高谷18　一；アリス・ポニマソ［Takaya，　Yoshikazu；and　Poniman，　Aris］．熱帯多雨林沿岸部の

　　　　　生活　　東スマトラ、リアウ州の実例　　［Traditional　Life　and　Its　Transformation　among

　　　　　the　Melayu　People　on　the　East　Coast　oi　Sumatra］．　263－288．

24304合田　濤［Goda，　Toh］．オッチャス老の死　　ボントック族の葬礼と世界観　　［The　Death　of

　　　　　Old　Odchas一　A　Study　on　the　Bontok　Funeral　Ceremony　and　Cosmology一］．　289－317．

i現地通ぞ言［Field　Report］

24305　Aung－Thwin，　Michael．　Burma　Studies　News．　318－321．
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24306寄贈図書目録［Books　Received　by　the　Library｝．　322－324．

24巻4号【VoL　24，　No．4］1987年3月【March　1987］

論文【Article】

24401　Thee　Kian　Wie；　and　Yoshihara，　Kunio．　Foreign　and　Domestic　Capital　in　lndonesian　ln－

　　　　dustriaiization．　327－349．

24402　Kuribayashi，　Sei．　A　Medium－term　Macroeconometric　Moeel　for　Economic　Planning　in　ln－

　　　　donesia．　350－376．

24403牟田博光［Muta，　Hiromitsu］．インドネシアの教育とマ．ソパワー［Education　and　Manpower　of

　　　　Indonesia］．　377－402．

24404桃木至朗［Momoki，　Shiro】．ヴ＝トナム李朝の軍事行動と地方支nt　［Military　Actions　and　Con－

　　　　trol　of　Local　Powers　in　Vietnam　under　the　Ly　Dynasty］．　403－417．

資料・研究ノート【Note】

24405福島真人［Fukushima，　Masato】．閉ざされた言語　　サミソ運動とその言語哲学［The　Closed

　　　　Language－The　Samin　Movement　and　lts　Philosophy　of　Language一一一］．　418－435．

現地通信工Field　Report】

24406中川　敏［Nakagawa，　Satoshi］．「インドネシア考」のための覚書き［A　Memorandum　for’ln－

　　　　donesian　Studies’］．　436．

25巻1号【Vol．25，　No．1］1987年6月【June　19871

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡部忠世教授退官記念号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一熱帯アジアの稲と稲作

　　　　　　　　［Commemorative　lssue　on　the　Retirement　of　Professor　Tadayo　Watabe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rice　and　Rice　Culture　in　Tropical　Asia一］

25101片山忠夫［Katayama，　C．　Tadao］．熱帯アジアの野生稲の分布とその特性【Distribution　and　Some

　　　　Characteristics　of　Wild　Rice，　Genus　Oi　yza，　in　Tropical　Asial．　3－27．

25102高橋成人［Takahashi，　Norindo］．アジア栽培稲の生態型と生態的特性［Charac亡ers　and　Di旋ren－

　　　　tiation　of　Ecotypes　in　Rice，　02　yza　sativa　L．　］．　28－38．

25103角田重三郎［Tsunoda，　Shigesaburo］．アジアの陸稲、その分布と特性と系譜［Distribution，　Pro－

　　　　perties　and　Phylogenetic　Relations　of　Asian　Upland　Rice　Varieties］，　39－50．

25104井之上準［lnouye，　Jun］．東南アジアの浮稲とその生態［On　Floating　Rice　and　Its　Ecological

　　　　Traits　in　Southeast　Asia］．　51－61．

25105　Horie，　Takeshi．　A　Model　for　Evaluating　Climatic　Productivity　and　Water　Balance　of　lrrigated

　　　　Rice　and　lts　Application　to　Southeast　Asia．　62－74．

25106黒田俊郎；宮川修一［K：uroda，　Toshiro；and　Miyagawa，　Shuichi｝．東北タイ・ドソデーソ村に
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　　　　おける天水田稲作の収量［Don　Daeng　Village　in蕪Qrtheast　Thailand：Paddy　Yield　Gf　Rain－fed

　　　　Fields］．　75－84．

25107五十嵐忠孝［lgarashi，　Tadataka］．農作業、黍節、星　　西ジャワ・ブリアガン高地における

　　　　畑地耕作をめぐる季節性と農作業のタイミング　　［Agricultural　Operations，　Seasonality，　and

　　　　Stars：　Annual　Cycle　of　Upland　Cultivation　in　a　Sundanese　Village，　West　Java］．　85－108．

25108広瀬昌平［Hirose，　Shohei］．インドネシア、ランポン州の水稲作と陸稲作［Lowland　and　Upland

　　　　Rice　Cu！tivation　in　Lampung　Province，　lndonesia］．　109－124．

25109安藤和雄［Ando，　K：azuo］．ペソガル・デルタ低地部の稲作　　バングラデシュ：東部地方におけ

　　　　るアウス・晶晶アマンの混播栽培とパーボイルド米に関するノート　　［Rice　Cultivation　in

　　　　the　Low－lying　Areas　of　the　Bengal　Delta　一A　Note　on　Mixed　Aus　and　Broadcast　Aman　Cultiva－

　　　　tion　and　Parboiled　Rice　in　the　Eastern　Region　of　Bangladesh一］．　125－139．

25110藤原宏志［Fujiwara，　Hiroshi｝．プラント・オパーール分析による弥生時代水騰遺構の検討　　と

　　　　くに鳥取・目久美遺跡および青森・垂柳遺跡の水田遺構について　　　［Studies　on　Paddy

　　　　Fields　of　the　Yayoi　Period　by　P！ant　Opal　Analysis：　Ancient　Paddy　Fields　at　the　Megumi　Site　in

　　　　Tottori　Ptefecture　and　the　Tareyanagi　Site　in　Aomori　Prefecture］．　14e－150．

醤評論文正Book　Review肇
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29303押川典昭［Oshikawa，　Noriaki］，　Tan　Malaka，　From　fail　to　fail．　Translated　and　introduced　by

　　　　Helen　Jarvis．　383－384．

現地通信【Field　Report1

29304上田曜子［Ueda，　Yoko】．コーラートの町IThe　Town　of　Korat】．385．
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3．研究報告書シリーズ

　研究報告書シリーズは、センターが単行本として出版したもので、シンポジウムの報告

書、文部省科学研究費補助金による海外学術調査の報告書、その他の研究奨学金を受けて

行なった研究の報告書など、各種のものを含んでいる。既刊のものを以下に年度順にあげ

る。

　1．　KAwAGucHI，　Keizaburo，　ed．　1965．　Rice　Culture　in　Malaya，　Symposium　Series　No．　1．

　2．　INoKI，　Masamichi，　ed．　1966．　faPan’s　Future　in　SoutheastAsia，　Symposium　Series　No．　2．

　3．　FuJloKA，　Yoshikazu，　ed．　1966．　Water　Resource　Utili2ation　in　Southeast　Asia，　Symposium

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Series　No．　3．

　4．　HIGAsm，　Noboru，　ed．　1968．　Medical　Problems　in　Southeast　Asia，　Symposium　Series

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　4．

5．市村真一編．　　　　　　　1975．『稲と農民』

　6．　lcHIMuRA，　Shinichi，　ed．　1977．　Preliminary　RePort　on　Role　of　Education　in　the　Rural

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DeveloPment　of　Southeast　Asia－Thadend　and　Malaysia一．

　7．　lcHIMuRA，　Shinichi，　ed．　1979．　Econometric　Models　of　Asian　Co”ntries　l．

　8．　lcmMuRA，　Shinichi；　and　MlzuNo，　Koichi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1979．　Ecology，　New　Technology，　and　Rttral　DeveloPment　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Thailand　and　Malaysia　（with　Special　Reference　to　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Role　of　Education）　．

　9．　lcHIMuRA，　ShiRichi，　ed．　1980．　Econometric　Models　of　Asian　Countries　ff　．

10．　TsuBoucHI，　Yoshihiro；　NAsRmDDIN，　lljas；　TAKAyA，　Yoshikazu；　and　RtxsJID，　Hanafiah　A．，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　198e．　South　Sumatra，　Man　and　Agrict｛lture．

11．　WATABE，　Tadayo，　ed．　1981．　RePort　of　the　Scienttliic　Sztrvey　on　7rraditional　CropPing

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Systems　in　TroPical　xtlsin，　Part　1　：　indin　and　Sn’　Lanka，　Part　2：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Indonesin．

12．　MATTuLADA；　and　MAEDA，　Narifumi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1982．　Villages　and　the　Agricultural　LanclscaPe　in　South　Sulawesi．

13．　TAKAyA，　Yoshikazu；　and　Narong　THIRAMoNGKoL．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1982．　Chao　Phraya　Delta　of　Thailand　（Asian　Rice－Land　lnven－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tory：　A　Descriptive　Atlas，　No．　1）．

14．渡部忠世編．　　　　　　　1982．il南西諸島農耕における南方的要素毒

15．　FuKul，　Kayao；　KAmA，　Yoshihiro；　and　KucmBA，　Masuo，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1983．∠4Rice－Growing　Village　ReviSited：An　ln　tegra　ted　Study（ゾ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rural　DeveloPment　in　Northeast　Thailand（An　！nterim

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Report）．

16．　THAN　TuN，　ed．　1983．　Tlze　Royal　Orders　of　Burma，　A，D．　1598－1885，　Part　One，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．エ）．1598一エ648．
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17．　JAYAwARDENA，　S．D．G．；　and　MAEDA，　Narifumi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1984．　Transformation　of　the　Agricultural　LandscaPe　in　Sri　Lanka

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　South　india．

18．　Bunyawart　LvMpAopoNG；　Jitti　PINmoNG；　Chavalit　CHALoTHoN；　and　KAiDA，　Yoshihiro．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1984．　ChinngMai－LamPhun　Valley，　Thailand（Asian　Rice－land　In－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ventory：　A　Descriptive　Atlas，　No．　2）　．

19．　MATTuLAI）A；　and　MAEDA，　Narifumi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1984．　Transformation　of　the　Agricteltural　LandscaPe　in　Indonesia．

20．TsucmYA，　Kenji，　ed．　　　　1984，“States”伽Sozdhetzst　Asia，ノ勿甥“Tradition”to“Moder一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犯勿．”

21．　Ful〈ul，　Hayao；　KAIDA　Yoshihiro；　and　KucHIBA，　Masuo，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1985．　A　Rice　Growing　Village　Revdsited：An　lntegrated　Study　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rural　DeveloPment　in　Northeast　Thailand　（The　Second　ln－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　terim　Report）　．

22．　THAN　TuN，　ed．　1985．　The　Rayal　Orders　of　Burnta，　A．D1598－1885，　Part　Two，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．D．1649－1　750．

23．　THAN　TuN，　ed．　1985．　The　Rayal　Orders　of　Bttrma，　A．D．1598－1885，　Part　Three，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．Z）．175エー178エ．

24．　KATo，　Tsuyoshi；　MucHTAR，　Lutfi；　and　MAEDA，　Narifurni，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1986．　Environment，　Agrionlture　and　Society　in　the　Malay　vaorld．

25．　TANAI〈A，　Koji；　MATTuLADA；　and　MAEDA，　Narifumi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1986．　Environment，　Landuse　and　Society　in　Wallacea．

26．　THAN　TuN，　ed．　1986．　The　Royal　Orders　of　Burma，　A．D．　Z598－1885，　Part　Four，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．　D．　1　782－1　78Z

27．　THAN　TuN，　ed．　1986．　The　Royal　Orders　of　Burma，　A．D．1598－1885，　Part　Five，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．P．エク88－1806．

28。高谷好一編．　　　　　　　1986．『東南アジア伝統農業資料集成』第1巻．

29．渡部忠三編．　　　　　　　1986，『日本農耕文化の展開と系譜一島の視点から』

30．　EzAKI，　Mitsuo，　ed．　1987．　DeveloPment　Planning　and　Policies　in　ASEAN　Countries．

31．　THA）g　TuN，　ed．　1987．　The　“1？ayal　Orders　of　Bunna，　A．D．1598－1885，　Part　Six，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．D．　Z807－1810．

32．田中耕司編．　　　　　　　1987．『東南アジア伝統農業資料集成』第2巻．

33．　JAiM，　W．M．H．　et　al．　1987．　Review　of　Literature（JSARD　Working　Paper　No．　1）．

34．　HuQ，　Muhammad　Ammer－Ul

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1987．　Review　of　Literature　on　Planning　Studies　in　Bangladesh

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（JSARD　Working　Paper　No．　2）．

35．　SoLAIMAN，　M．　1987．　Review　ofLiterature：Institution　Building（JSARD　Working

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Paper　No．　3）．
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36．　NoMA，　Haruo；　and　CHAi〈RABoRTy，　Ratan　Lal，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1987．　Selections　of　Records　on　Agriculture，　Land　Tenure　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Economy　of　Mynensingh　District，　1787－1866（JSARD

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Working　Paper　No．　4）　．

37・　THAN　TuN，　ed．　1988．　The　Royal　Orders　of　Burma，　A．D．1598－1885，　Part　Seven，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．D．1811－18Z9．

38．　TAKAyA，　Yoshikazu，　ed．　1988．　Maclagascar　Perspectives　from　the　Malay　PVorld．

39．高谷好一編．　　　　　　　1988．『古代稲作農耕の学際的研究』

40．柴山　守編　　　　　　　1988．『東南アジア学研究支援：多言語テキスト処理システムの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究』

41．KuMAGA王，　Toru；and　KAIDA，　Yoshihiro．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1988．　Gobarchitra　Village　and　ChandPur　lrrigation　Prol’一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ect（JSARD　Working　Paper　No．　5）　．

42．　FuKui，　Hayao；　KAIDA，　Yoshihiro；　and　KucmBA，　Masuo，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1988．　A　Rice－Growing　Village　Revisited：　An　lntegrated　Study　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rural　DeveloPment　in　Northeczst　Thailand（The　Third　ln－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　terim　Report）　．

43．　THAN　TuN　ed．　1988．　The　Royal　Order　of　Bumaa，　A．D．1598－1885，　Part　Eight，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．D．　Z819一一1853．

44，Aris　PoNIMAN；高谷好一　　　1988．『伝統農業フィールドノート集』第1巻．

45．　Yoshihara，　Kunio，　ed．　1989．　Oei　Tiong　llam　Concern：　The　First　Business　EmPire　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Southeast　Asia．

46．　TsuBoucHI，　Yoshihiro，　ed．　1989．　Tlie　For？7zation　of　Urbun　Civili2ation　in　Southeast　Asia．

47．　YosHIHARA，　Kunio，　ed．　1989．　Thai　PercePtions　of　fopanese　Modernization（Published　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　association　with　Falcon　Press　Sdn．　Bhd．，　Kuala　Lumpur）　．

48．　SAKuRAI，　Yumio．　1989．　Land，　PVater，　Rice，　and　Men　in　Early　Vietnam：　Agrarian

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AdaPtation　and　Socio－Political　Organi2ation（Translated　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Thomas　A．　Stanley）　．

49．　Marasri　SlvARAKs，　compiled．　1989．　Catalogof　Thai　Cremation　Volumes　in　the　Charczs　Collectton．

50．　THAN　TutsT，　ed．　1989．　The　Royal　Orders　of　Bur77ia，　A．D．1598－1885，　Part　Nine，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．エ）．エ853－1885．

51．　THAN　TuN，　ed．　1990．　The　Royal　Orders　of　Bt｛nna，　xtl．D．1598－1885，　Part　Ten，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EPiloge，　Glossary　and　lndex．

52．YosHI｝IARA，　Kunio，　ed．　　　1990．ノ砂α7z勿Thailand（Published　in　association　with　Falcon

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Press　Sdn．　Bhd．，　Kuala　Lumpur）．

53，田中耕司編．　　　　　　1990．『東南アジア伝統農業資料集成』第3巻．

54．　NAI　PAN　HLA．　199e．　An　lntroduction　to　Mon　Language．

55．　TsuBoucHi，　Yoshihiro，　ed．　1991．　The　Forvnation　of　Urban　Civilization　in　Southeast　2tlsia　2．

56．坪内良博編。　　　　　　　1991．ビ集落人口の性格と変動に関する比較社会学的研究』．
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57．高谷好一編．

58．田中耕司編．

1991．ilフロンティア空間としての伊南アジア』．

1991．il東南アジア傍統農業資料集成』第4巻．

　なお、センター関係者の研究報告書のうち、センター以外の機関により出版されたもの

を、参考までに掲げておく。

JSARD　Publication　Series（Published　by　JICA　Bangladesh　O伍ce）

1．　JSARD　Editorial　Committee，　ed．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1988．　Proceedings　of　the　Mid－term　Review　WorleshoP　of　fSARD，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　January　24，　1988（JSARD　Publication　No．　6）．

2．　KAIDA，　Yoshihiro；　and　HossAiN，　S．　M．　Altaf，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1988．　Gobarchitra　Village　in　ChandPur（JSARD　Publication　No．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）．

3．　UcmDA，　Haruo　et　al．　eds．　1988．　fawar　Village　in　Kishoreganj（JSARD　Publication　No．　8）．

4．　HossAIN，　S．　M．　Altaf．　1988．　Evolution　of　CroPPing　Systems　in　My－mensingh　and　Comilla

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Regt’ons（JSARD　Publication　No．　12）．

5．　NISHIMuRA，　Hiroyuki　et　al．　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1989．　Three　Villages　in　Comilla（JSARD　Publication　No．　9）．

6．　MAHARjA［t“，　Keshav　Lall．　1989．　PhanisJtair　Yiilage　in　ChandPur（JSARD　Publicatlon　No．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll）．

7．　CHAKRABoRTy，　Ratan　Lal；　and　NoMA，　Haruo，　compiled．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1989．　Select　Records　on　Agriculture　and　Economy　of　Comilla

　　　’　Ddstrict，　1782－1867（JSARD　Publication　No．　13）．
8．　MAMuN，　Abdullah　Al．　1989．　Ag7fo－ecological　Studies　of　；1）reed　in　Bangladesh（JSARD

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Publication　No．　14）．

9．　NoMA，　Haruo；　CHAI〈RABoRTy，　Ratan　La｝，　cornpiled．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1990．　Select　Recorcls　on　Agn’culture，　Land　Revenue，　Economy　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Society　of　Noalehali　Distn’ct，　1849－1878（JSARD　Publica－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tion　No．　15）．

10．　ANDo，　Kazuo，　ed．　1990．　Dafeshin　Chamuria　in　Tangail（JSARD　Publication　No．　10）

11．　KAmA，　Yoshihoro，　ed．　1990．　Tetulia　Village　in　Bogra（JSARD　Publication　No．　16）．

12．　MAMuAN，　A．　Al．　1990．　Agro－ecologr’cal　Studies　of　Weecls　and　vaeed　Control　in　a　Flood－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　prone　Village　ofBangladesh（JSARD　Publication　No．　17）．

13．　JSARD　Editorial　Commitee，　ed．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1990．　Proceedings　of　the　SecondJSARD　WorkshoP，　Augtest　2｛7－r21，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1989（JSARD　Publication　No．　18）．

14．　KAiDA，　Yoshihoro，　ed．　1990．　A　Review　ofRelated　Studies（JSARD　Publication　No．　19）．

15．　KAmA，　Yoshihoro　et　al．，　eds．　199e．　Kay　Qttestions　and　lssues　from　Village－Based　Studies，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1986－1989　（JSARD　Publication　No．　20）．
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